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作業の途II1の
段階で，その内
容をr1Il林」
1327にr持続
可能な森林経
営を考える－

洲･寒術林に|典I
する国際会識

を蹄まえて」と
して紹介した。

新たな森林･林業への始動
一持続可能な森林経営など国際的視点から－

ふじもりたかお

藤森隆郎森林総合研究所森林職境部長丑0298-73-3211．代表

いま我々は非常に重要な時点に立っている。それは，森林・林業がそれぞれの地域，

国，全世界の人たちの現在および将来の健全な生活と福祉のためにどうあるべきかを

具体的に問われ，さまざまな立場の人たちが共通に論議できる森林管理の理論の構築

を求められているからである。そのためには科学的裏付けを持った森林・林業の理論

と社会一般の理論を共通のベースをもってしっかりと融合させていくことが必要であ

り，それが今後の社会倫理の購築の重要な要素となるものと考えられる。そのことは

新たな林政の方向と林学（森林科学）の枠組みの再検討をさらに強く問いかけるもの

となろう。

1992年にブラジルにおいて開雌された「国連環境開発会議(UNCED)」で，「森林

原則声明」および「アジェンダ21」が採択され，「持続可能な森林経営」に向けて各国

が努力することが合意された。その↓↓体的な行動として「温帯林等の保全と持続可能

な森林経営の基準と指標の作成｣のための圃際作業が1993年から開始され，その成果

が1995年2月までに一応まとまり，同年4月の「国連持続可能開発委員会(CSD)」

に鞭告されることになっている。この国際作業に日本も積極的に参画し，筆者はその

一人として国際討議に参加してきた(1)。「持続可能な森林経営」は，森林管理の理念と

して碑確認されたが，ここで重要なことは，理念の中身が従来の｢木材生産の保続｣か

ら｢森林生態系の持続｣に変わったことである。これによってさまざまな立場の人たち

に共通の科学的根拠に基づいた論議のできる条件が整い,また国際的討議も,より科学

的に共通の基準と指標の上に立って行える条件が整ってきた。

なお，この｢持続可能な森林経営の基準と指標作り」の国際作業は，生物多様性，気

候変動枠組,および砂漠化防止に関する国連の諸条約にも関連するものであり，それの

森林・林業における対応を問われているものである。

また，それと関連して，アメリカでは森林・林業の新たなあり方を「エコシステム

マネージメント」という表現で示し，森林生態系を亜祝した持続的な森林管理の方向

性を政策として明確に打ち出し，その立場から国際的にリーダーシップを取ることを

明言している。これは，木材資源の重視から環境資源の重視へと国民世論の移り変わ

りに伴い，訴訟と裁判の時代を経験して，さまざまな立場の人たちが論議できる共通

の理論を求めてたどりついた結果である。そこには｢国民との対話』が強く諺われて
いる。またカナダでも同じような背景から，グリーンプランという名の下に，国，地
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用語の問題

方自治体，自然保謹団体，林業・林産|農l係者，地域住民が同等の関係で委員会を作り，

国内の10カ所にモデルフオレストを設定し,各種測定データに基づいて5年ごとに管

理計画を検討することが試みられている。さらにこれを国際ネットワークに広げる努

力をしており，すでに数カ国と共同作業を進めている。筆者はこれらの動きにも接す

る機会を得たが，これらはすべて「生態系を重視した持続可能な森林経営」に向けて

の動きであることで関連しており，このことは大きな国際的潮流である。

今回の陸I際的作業で使われた英語の訳でいくつかの難しい点があった。標題の

@@Criteriaandlndicatorsfol･theConservationalldSustainableManagementof

Tempel･ateandB()1･eaIFol･estS''のCl･ileriaは9｢基準jとしているが「規準」とい

う意見もあり,Managementはr経営｣としているが｢管理｣という意見もある。Boreal

fol．estsは当初「寒帯林」と訳されていたが，寒帯林という用語はない（寒帯の定義が

森林の成立しない所であるというのが定着）ということで，「温帯及び北方林」も検討

されたが「温帯林等」となった。これらは，なお今後の検討にゆだねられるものもあ

ろうが，本文では林野庁長官の要請を受けて設置された検討会の結果を受けて，「基

準｣，「経営｣，「温帯林等」を主に使用する。

国際的基準・指標作り

欧州森林保談閣僚会談は,1993年6月にヘルシンキにおいて欧州の持続可能な森林

経営の基準と指標を作成することを決識し，ほぼ1年後のジュネーブ会議で合意に達

した。一方，欧州のみでなく，全世界の洲帯林の持続可能な森林経営の基準と指標作

りを目指す会合がカナダのイニシアティブで1993年9月にモントリオールで開催さ

れ，欧州との一体化について協誰されたがまとまらず，両者は並行して走ることとな

った。その結果，欧州のものをヘルシンキプロセス，欧州以外のものをモントリオー

ルプロセスと呼んでいる。

モントリオールプロセスの加冊掴は日本，カナダ，アメリカ，ロシアなど10カ国で

あるが,これらの国々の総森林而稚は世界の全森林面積の45％を占めている｡1994年

6月から6回の専門家会議を薫れて，1995年2月にチリのサンチアゴ会議で基準と指

標の最終合意に達した。これら一連の国|際会議には，ヘルシンキプロセスの加盟諸国，

FAO,ITTOなどの|玉I際機関,ITTO加淵諸国，代表的なNGOなどがオブザーバーと

して参加した。オブザーバーといってもそれらはモントリオールプロセス加鵬国と同

等の発言権を持ち，積極的に討議に加わり，それによって

一

チリ,サンチアゴでの会議風景

多面的な意見が反映されている。このことはモントリオー

ルプロセスが単に一つのプロセスとして終わるのではなく，

将来ヘルシンキプロセスと統合し，さらにITTOとも統合

して世界森林条約の締結へと向かうプロセスであると考え

るとき，極めて好ましい進め方といえよう。モントリオー

ルプロセスの基準と指標は国際的に合意されたものである

が，自然，社会条件はそれぞれの国によって異なるもので

林業技術N().6371995.4
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あり，それぞれの国の報宵は尊重されるべきことが調われている。また，基準と指標

は国民との対話に役立つものであることも調われている。

R本の国内では,各層の''1胤広い意見を反|映させるために,林野庁長官の要請を受けて

多面的な分野の有識者で描成される検討会が設椴され(2)，基準･指標の国際作業に向け

た国内作業グループが林野庁と森林総合研究所のスタッフで構成された。筆者は作業

グループの一人である。これは行政と研究が一緒に作業して成果を上げたよい例とな

ろう。なお国際会議には環境庁からも出席した。

(2)riM'IW林等の
保全と将統可
能な森林経営
の凶|際的聡
準･指標に関す
る検討会」とし
て林野ﾉj:から
椛告11$が出さ
れている。

基準・指標の内容

「持続可能な森林経営｣の考え方は,UNCEDの出発点となったブルン1､ラン1､委員

会の報告書の次の定義が共通認識となっている。それは「将来の世代のニーズを満た

す能力を損ねることなく，現在の世代のニーズを満たすこと」というものである。

モントリオールプロセスでは基準を「持続可能な森林経営が評価できるであろう亜

要な条件または経過のカテゴリー」と定義し，基準はr変化を評価するために定期的

にモニターされる|塊I連指標によって特徴づけられるもの」と説明した。持続可能な森

林経営を評価するために7つの基準を確定した(表｡l)。基準の1から5までは森林の

機能に基づく基準，6は森林の社会・経済的便益に関する機能の基準であり，7は1

から6までの基準達成のために必要な法律や制度的枠組みに関する基準である。

それぞれの基準は多くの指標によって構成されているが，誌面の都合上ここでは基

準1と2の指標のみを表・2に示す。基準と指標は，お互いの関係を生かし合いながら

検討していくことが露要である。例えば，基準2「森林生態系の生産力の維持」の指

標は木材等の生産に|腱lしたものとなっているが，そのいくつかは基準5「地球的炭素

循環への森林の寄与の維持」に関係し，基準4「土壊及び水資源の保全と維持」の指

標の多くは基準2の指標としても活用できる。

指標は科学的裏付けがしっかりし，測定方法が容易で，経済的に可能なものでなけ

ればならない。指標の後ろに付いている記号は､a)は現時点でデータがほぼ入手可能

なもの､b)は新たな又は追加的データの収集を必要とし，「及び又は｣は組織的なサン

プリング調査または基礎的研究のための新たなプログラムを必要とするものである。

(b)を(a)に高めていく努力が必要であり，また科学的知見と測定技術の向上から，指標

の修正や新たな優れた指標を追加していくことが必要である。そのためにどういう研

究が必要かは今後の重要な視点となろう。
いきち

基準を評価するための指標のThresholdValue(IM1値）またはハードルをどう定め

るかは亜要であるが困難なものが

多い。自然条件や社会的条件が大
表．lモントリオールプロセスの基準

きく異なる国や地域で共通のハー
生物多様性の保全

ドルを求めることは困難で，無理
森林生態系の生産力の維持

森林生態系の健全性と活力の維持に定めることは科学的ではない。
土壌及び水資源の保全と維持

だが指標を測り続けることで，変
地球的炭素循環への森林の寄与の維持

社会の要望を満たす長期的・多面的な社会・経済的便益の維持及び増強 化の方向性がつかめ，それが評価
森林の保全と持続可能な経営のだめの法的，制度的及び経済的枠組み の材料として重要な意味を持つ。
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表･2モントリオールプロセスの基準1，2に関する指標

辰百・＄苧＝▽｡､・・五ﾛ!ﾏ’ず､乃…

基準1：生物多様性の保全

指標：

生態系の多様性

a.全森林面積に対する各森林タイプごとの面積;(a)

b森林タイプごと及び，齢級又は遷移段階ごとの面積;(b)

c.IUCN又は他の分類システムにより定義された保護地域区分における各森

林タイプごとの面積i(a)

d齢級又は遷移段階ごとに区分されだ保護地域における各森林タイプごとの

面積;(b)

e.森林タイプの分断化i(b)

種の多様性

a森林に依存する種の数;(b)

b.法令又は科学的評価によって,生育可能な繁殖個体群を維持できない危険性

があると決定された，森林に依存する種の状態(希少，危急，絶滅危倶，又
は絶滅):(a)

遺伝的多様性

a従前の分布域からみて小さな部分を占めている森林依存性の種の個体数の
レベル;(b)

b.その分布域にわたってモニターされだ,多様な生息地を代表する種の個体数

のレベルi(b)

基準2：森林生態系の生産力の維持

指標：

a.森林の面積及び木材生産に利用可能な森林の正味面積;(a)

b.木材生産に利用可能な森林における商業樹種及び非商業樹種の総蓄積;(a)
C.自生種と外来種の造林面積と蓄積;(a)

d.持続可能と決定される量と比戦した，木材生産の年間伐採霊;(a)
e.持続可能と決定されるレベルと比較した，木材以外の林産物(毛皮動物，菌
類，きのこ．狩猟など）の年間収穫舅;(b)

データを集積していけばハードルの設定の可能なものも出てこよう。

基準・指標の取り扱いと将来

モントリオール，ヘルシンキプロセスともに現時点では法的拘束力を持つものでは

ないが，国際的に同義的責任を問われるものである。モントリオールプロセス加盟国

は今後毎年フォローアップ会議を開いて，各国の対応状況，測定方法，長期モニタリ

ングのネットワーク構築などについて討議することになっている。また，加服国拡大

への努Jを行うとともに,ヘルシンキプロセス，さらにはITTOとの統合についても検

討する。しかし形式的な統合は避けるべきで，各プロセスを試行し，その評miを行い
すう姓$’

つつ統合への話し合いをしていくべしというのが現在の趨勢である。これは正しい判

断であろう。国際的基準と指標を参考にして，それぞれの国に適した基準と指標作り

力:カナダ，アメリカ，ロシアなどで進められており，すでに完成しているところもあ

る。日本でも早く着手すべきである。

各国の事情と立場

持続可能な森林経営に向けての国際的基準と指標作りは高い理念の下に進められて

いるが，それに向けては直接･間接に生々しい問題も見え隠れしている。ITTOにおい

ては,1990年に｢西暦2000年までに，持続的経営が行われている森林から生産された

林堆技術N().6371995.4
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木材のみを貿易の対象にする」との，いわゆる「西暦2000年目標」が採択された。そ

れに関連してUNCEDにおいて,熱帯木材生産国から｢途上国に存在する熱帯林のみに

持続可能な経営の達成を求めることは差別的取り扱いである」との主張がなされた。

またカナダやアメリカなどの大面積皆伐に対して，オランダ，ドイツなどにおける批

判と「持続可能な経営を行っている森林から生産された木材製品のみを取引の対象と

する」というラベリング運動の高まりも見られる。これらに対応するために持続可能

な森林経営の条件を国際的に示す必要性が強まってきた。

アメリカやカナダでは，環境資源としての森林の見直しの声が国内的に強く，国民

の多様な意見を反映させた対応に強く辿られてきた。これらの問題の解決に不可欠な

条件の一つは，あらゆる立場の人たちの論議の共通の基盤を見いだすことである。こ

の論議に必要な共通の基盤が持続可能な森林経営のための基準と指標だということで

ある。これに関連したエコシステムマネージメントについては後述する。

一方，中国のように，人口問題を抱え，これまで国際的交流の機会の少なかった国

では，多くの先進諸国の求める基準と指標になじめない部分が多く，今後ともお互い

の対話と協力関係が必要である。ロシアは社会的混乱の中で自国の基準と指標を作る

ために，国際的基準と指標による後押しを必要とし，国際作業に協力的であった。

これらの中において日本の事情はどうであろうか。カナダやアメリカにおけるよう

に基準・指標作りに対する強い内発的エネルギーは日本には見られない。だが日本の

有する厳しい林業事情への対応も，行き着くところ持続可能な森林経営のための基準

と指標に基づいた社会的論議を経ていかないと基本的な解決には至らないであろう。

基準と指標はさまざまな立場の人たちにとって，本質に迫る論議の筋道を整理するの

に大きな役割を果たそう。今後日本で我々が求めていかなければならないことが，今

回の国際作業を通して早く到来したといえる。

エコシステムマネージメント

エコシステムマネージメントとは，アメリカ林野局が時代の要請国民の声に応じ

て新たな政策に切り換えた，政策，技術，行動の根本思想と理念を凝縮して端的に表

現したキャッチフレーズである。科学技術的には，1970年代の後半からアメリカ北西

部の生態学者，造林学者のグループが，生態系の研究成果に基づき，生態系を重視し

た森林管理のあり方をニューフォレストリーとして提唱してきたものが大きな役割を

果たしている。マダラフクロウの問題はその象徴である。

1970年代から環境問題が大きな社会問題となり，森林の持つ多様な機能を巡ってさ

まざまな人たちの対立が目立ち，先にも記した「訴訟と裁判の時代」が続いた。この

ような状態を解決するためには，あらゆる立場の人たちがわかりやすく理解できる新

たな理念を構築することであり，その基本条件として科学的根拠のある情報を十分に
こた

持つことが必要であることが強く認識されるようになった。この要求に応えるものが

エコシステムマネージメントである。

昨年10月に「エコシステムマネージメント」というテーマの日米会議に臨む機会を

得たが，そのときにいくつかのエコシステムマネージメントの定義が紹介された。そ

の一つは，「エコシステムマネージメントとは，生態系の維持力を支え，あるいは回復

林紫技術No.6371995.I
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させるための天然資源の椅理であり，生態系の維持力と調和しながら，多数の利益の

絶え間ない流れを将来の世代に与えること」というものであり，先のブルン1,ラント

委員会の「持続可能な森林経営」の定義と同調するものである。エコシステムマネー

ジメントは，管理技術として上記の「ニューフォレストリー」のようなものを重要な

要素とするが，その概念はもっと広く9｢国民との対話｣という要素が極めて屯要なも

のであることが強く感じられた。

持続可能な森林経営への取り組み

生態系に基づく森林経営の推進は，森林生態系の知識・情報をいかに森林管理技術

の体系化にわかりやすく結び付けるかを問いかけるものである。そのために政策担当

者，技術者，研究者，経営者，さまざまな立場の国民の対話を強化しつつ，科学的で

わかりやすい理論を構築していくことが大切である。そのことが，打開し難いさまざ

まな林業問題を基本的なところから解きほぐし，急がば'ﾛ'れ式に，よりよい道を見い

だしていけるのではないかと思う。今はまさにそれの必要な時期である。

かつてはそれでもやむを得なかったとしても，すべてを律する予定調和論には無理

があり，有識者には既に通じない。すなわち，よい林業経営の施業をすれば公益的機

能も高められる（満たされる）ということは，そういう側而も多いが，科学的には説

明されない側面も多いし，事実，そのようではないケースも多く見られる。いろいろ

な条件に基づいての科学的論議が必要である。林業の立場からのみの論議には限界が

あり，より幅広い視点からの論議が不可欠である。

一連の国際会議を通して，健全なNGOの多いこと，彼らの情報雄の大きさと適正な

判断力を通して，持続可能な森林経営に向けて大きな役割を果たしていることを強く

感じた。日本でも健全なNGOの育つ土壌の醸成と彼らの果たす役割を期待したい。

森林生態系の情報を収集するモデルフォレス1､の設置とその管理運営について建設

的な行動が必要である。国内および国際的なネットワークの視点に立って計画を立て

ていく必要がある。今のままでは（先進国として）圏際的に乗り遅れる心配がある。

国際的にも国内的にもさまざまな立場の人たちを納得させられる情報の収集が持続可

能な森林経営達成の根幹である。

発展途上国への従来の国際協力はほとんどが森林造成に関するものであったが，今

後は森林管理に関するものや，指標の測定など，森林情報の把握法に関するものの比

率が増してくるものと思われる。そのためにも日本自らが示範となる観測体制と観測

技術を確立していく必要がある。

持続可能な森林経営は，森林・林業の理念であり，その実現のための基準・指標を

科学的に構築していくこと，基準・指標の要求を術たすために最大の努力を払ってい

くこと，そのことを森林計画の策定などに反映させていくことが我々に与えられた大

きな仕事であろう。それは森林・林業の枠組みに及ぶ大きな仕事である。国際的視野

に立ちつつ,R本の実情に即した，次世代の評111iを得られる持続可能な森林経営の確

立に向けて我々は大きな方向性を示す時期に来ている。

＜完＞

林業技術No.6371995.4
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▲屋敷林のケヤキ ▼(1

、

県木としてケヤキが選定さ

れているのは北から宮城，福

島，埼玉の3県があります。

松閉修氏の『県花県木』（カ

ラーブックス，保育社）には、

宮城では伊達政宗公のころか

らケヤキの植栽が始まり，福

島では，もと伊達家の系列に

あった藩主が伊達家のケヤキ

奨励にならったとされ，埼玉

では徳川幕府の勧奨によって，

それぞれ今に多く残ると述べ

られています。とすると，ケ

ヤキのある『わが郷土」の風

景は，自生木というよりも植

栽木，ひいては植栽に携わっ

たであろう多くの人々の努力

にルーツを求めることができ

そうです。植栽が勧奨された

理由は，樹形の美しさ，防風

の用に適した性質もさること

ながら，その有川さにありま

した。

ケヤキは11]途が非常に多岐

にわたるので，それぞれの材

として好まれる形質もまたさ

まざま，ひとLIに大きさ，材

質といっても原木や半製品の

市場では，プロの方々でも思

いもよらない(尚くも安くも）

I織辮鋳魂罵騨蝿鴬皇帝為患｡こ…:鬼志二蕊認…蕊_愛I･賎、．‐≦
溌篭懇蕊蕊騒落露悪調霊麗…熟蔦,";零.ゞ･』．’』。‘,i_･‐:、豊醸iざ‘を弼琵 ?，‘鍾溌錨I……奉奪~:‐，零A；連”…に’廷》……鐸¥齢弓弔…幽盆電，r？妃空息衰稼、Lf9岬；.晶
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「兵庫県南部地震と地形災害｣に関する日本地形学連合特別例会開催先

の3)1181I仕),京都大学宇治描内大会議室において，表紀特別例会が|淵催

された。地震の規模と崩壊数・面獄との関係については，これまでの経験

式からいえばケタ違いに少なかったこと，これは前年からの渇水傾向のた

めに1I1地地盤のサクション（吸引圧）が高かった点，森林回復（治III緑化

努力）が奏功し，旧崩壊地以外は植生による表瞬土壌のり|っ張り強腱が尚

くなっていた点が考えられるとの指摘が注Hされた。しかし,1:Ij期に向か

っての二次的土砂災害を懸念する声もあった。編集部
画

●

●編集部受贈図書(敬称略)…『森林社会学の政策理論』131頁，1,200円，伽農政調査委員会盃03-3910-7223。
●投稿募集のお知らせ…会員の皆様の投稿をお待ちしています｡詳細は本誌1月号34ページをご覧ください。
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値が付くことがあるようです。

ある銘木市場の関係者にうか

がうと，どうしてもこういう

材が欲しいという要請が買方

に入れば，驚くほどの値が付

くそうです。需給バランス，

ビジネスの世界なのですから

当然です。また，材の赤いケ

ヤキ（俗にいうアカケヤキ）

とそうでないケヤキ（俗にい

うアオケヤキ）との値段に大

きな隔たりがあったのはII召和

40年代前半までで，ケヤキそ

のものの減少，乾燥・加工技

術の進歩，用途の一層の広が

りなどのため，その差は小さ

ったとか。この点を含味して

いただければ，高樹齢のアカ

ケヤキの樹皮は亀甲状で褐色

が強くはげやすい（写真②）

のに対し，アオケヤキはより

平滑（写真③）だとの渋沢氏

の言葉にも，長年の経験が大

事な世界であるとお察しいた

だけるでしょう。このほか，

枝があばれていれば年輪がつ

んでいる，玉杢はごくまれな

もので，樹幹のコブは材のキ

ズを暗示している場合が多い，

ケヤキは土地を見て買え（春

先に水が上がるころ低温にな

りやすい立地のものは，それ

くなってきているということでした。今後の推移

予測は一考に値しますが，現在はアカケヤキに，

より高値が付く傾向が依然としてあるようです。

埼玉県児玉郡にお住まいの渋沢栄一さん（63

歳，写真①）は，ケヤキを中心とした銘木等を40

年間扱ってこられ，素材生産業界でも目利きの，
どうもく

人として瞠目されている方ですが，立木を自信を

持って評価できるようになるまでには20年かか

が凍って目回りと呼ばれる空洞ができやすく，か

なり安値になるなど)，300年を超えるものには大

きな空洞がありがち等等，教えていただいたこと

も同様でしょう。

だからこそ商売としての危険とうまみが隣り合

わせのケヤキ。本号では，研究と普及指導にかか

わるアラカルト，林業用・修景用ケヤキのトピッ

クなど，4本の話題をお届けします。

醗騨撰蕊蕊鍵騨蕊蕊難溌謹鐵織蟻鍵溌鐘蕊惑灘蕊溌慾溌蕊溌騨溌篭騨蕊鱗溌蝋灘織騨灘蕊#溌灘溌鍛鱗爵蕊蕊溌識醗鱸鴬溌鱗鱈識醗蕊溌鍵灘蕊騨蕊灘鱈識嬢溌識蕊鍵蕊溌織蕊鶴熱
蕊蕊蕊鍵灌溺溌灘鑑蕊繍識蕊蕊鵜議議鱗講溌議議蕊繊鍵灘蕊蕊溌溌鍵蕊蕊蕊蕊溌議嬢蕊蕊蕊蕊蕊蕊識蕊議蕊蕊蕊
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‐1．ケヤキの価値

ケヤキは落葉大高木で，幹は直立し，大きいも

のは直径3m以上になる。日本名木100選による

と，日本でいちばん大きいケヤキは山形県東根市

のr東根の大ケヤキ」で，幹周りが12.6mもあ

る。ケヤキは寿命が長く，500年以上の老木が今で

も残っているが，老木になると幹に腐りが入り，

年齢のはっきりしないものが多い。ケヤキの巨木

は独特の風格があり，天然記念物やご神木になっ

たものもある。

環孔材で，心材は黄褐色から紅褐色を帯び，木
もく

理が美しい。特に杢のある材は珍しく大変高価で

ある。材は重硬で強靭，保存性が高く，建築材・

器具材・機械材・船車材・彫刻材など用途が多い。

古い社寺の建築には丸柱，門扉などにケヤキの大

径材が使われている。かつて愛知県の豊川稲荷を

見物したことがあるが，本殿は総樺造りで，総門

は高さ4.5m,1IM1.8mの如鱗杢の見事な一枚板

でできていた。このようなケヤキがどこから切り

出されたか知る山もないが，昔は日本の山にもず

いぶん大きなケヤキがあったものだと驚いた次第

である。ケヤキの大径材は今でも貴重材で，広葉

樹の中では最も価格が高い｡筆者は昭和61年に大

阪営林局日原営林署の貯木場で広葉樹材の入札価

格を調査したことがあるが，ケヤキ元玉の1m3

当たりilli格は11万円から130万円まで差があっ

た。小径木は安値であるが，直径が大きくなるに

従ってilli格が上昇し,60cm以上になると急上昇

している。大径木でも腐りの入った空洞木や，材

色の悪いもの，年輪の不ぞろいなものなどは111i格

が安いようで，大きさと材質が価格形成に大きく

関係しているようであった。ケヤキ材の価格が高

いことは全国的な傾向で,樹齢400～500年の老大

木は1本数千万円で取り引きされている。

ケヤキは太い平根が横に伸びて根張りが大きく，

強風によく耐えるので，昔から屋敷周りに植えら

れた。また楜杉が美しく，風格があり、街路樹や

庭|*l樹として全国のいたる所に植えられている。

広葉樹の中で最も利用価値があり，人々に親しま

れている木であると思う。

2．品種について

ケヤキの林業品種は，まだ育成されていない。

分類学上の変種にツキがあるが，これは別名アオ

ケヤキといい，ケヤキと栄養器官，生殖器官とも

に違いはないが，材質が劣るものをいう，と記載

されている。民間では，材質によってケヤキをア

カケヤキとアオケヤキに，また関西の業者はホン

ケヤキとイシケヤキに区別している。東京新木場

の業者は，さらにミズケヤキを区別しているとい

う。いずれも商品的価値による分類である。アカ

ケヤキは心材が赤褐色で赤味の強いものをいい，

アオケヤキは赤味が少なく黄白色のものである。

ホンケヤキは心材が赤褐色で木目がこまやか，年

輪幅は均一で材質良好なもの，イシケヤキは木目

が荒く，年輪幅は不ぞろいで，材は堅く，製材す

ると狂いが激しく，材質不良のものとされている。

ミズケヤキは水分が多く，乾燥すると割れやすい

ものをいう，となっている。しかし，これらの性

質が遺伝的なものか，環境条件によるものか明ら

かでなく，特に生育場所との関連が注目される。
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というのは，出材の産地によって，ある所のもの

はホンケヤキ，ほかの所のものはイシケヤキなど

というからである。

樹皮や葉の形態と材質との関係が民間ではいろ

いろ言われている。樹皮が灰青色で平滑なものは

アオケヤキ，樹皮が灰褐色で雲紋状の斑紋のある

ものはアカケヤキであるとか，また幹の打音，葉

型，秋の紅葉，枝の分枝状態などによってアカケ

ヤキとアオケヤキを区別できる，などである。山

内氏が樹皮の形態と幹の打音を基に50本伐倒し

てアカケヤキとアオケヤキの区別を試みたが，す

べてアカケヤキであったという。神奈川県林業試

験場では108本の伐倒木について葉の大きさ，秋

の紅葉，および樹皮の外観と心材色との関係を調

べたが，いずれも明らかな相関は認められなかっ

た。ケヤキの心材は割合早くから形成される。15

年生ぐらいで直径の大きいものは心材が赤褐色に

なっている。大枝を切り落として調べれば，幹に

傷をつけなくとも判定できるのではないかと思う。

材質以外の形質樹形や秋の紅葉などについて

も遺伝性を確認する必要がある。関東のケヤキは

幹が真直で枝下高が高く樹姿に風格があるが，関

西のケヤキは枝下高が低く格好が悪いとか言われ

ている。秋の紅葉も，紅色，黄色，紫紅色などい

ろいろあり，造園・並木用にはこれらの性質を調

べて新品種を育成することが重要である。

3．成長材質特性について

筆者は，業者にホンケヤキとイシケヤキを区別

して四国産ケヤキを送ってもらって直径成長の経

過を調べたことがある。ケヤキ天然木の直径成長

の経過について2つのタイプが見られた。1つは

初期の肥大成長が旺盛で，年輪幅は最盛期には5

~6mmもあり,60～70年で直径50cm以上に

成長するもの,もう1つは,最初から緩慢に成長し，

年輪幅は1～2mm程度で,150～200年で直径

50cm程度に成長するものであった。前者は早生

型,後者は晩生型の成長タイプであった｡業者がイ

シケヤキと称しているものは早生型の成長を示した。

ケヤキ材の気乾比重は髄から樹皮に向かって減

少する傾向にあるが、ホンケヤキとイシケヤキを

l]

比較すると，イシケヤキのほうが若干比重の高い

ものがあるが，大きな差はなかった。年輪幅と圧

縮強度は密接な関係があり，イシケヤキ型の材は

年輪幅が広く，圧縮強度が大きい傾向が見られた。

材の堅さは，木口面，板目面，柾目面とも，イシ

ケヤキがホンケヤキに比べて堅い傾向が見られた。

イシケヤキ材力哩いのは，年輪幅が広く，繊維に

富んだ晩材部が多いためと思われるが，広葉樹の

木部柔細胞の中に鉱物質の結晶が含まれているも

のもあり，木材の微細橘造についても比較研究す

る必要があると思っている。

ケヤキ高品質材の生産目標は，材価から見て胸

高直径70cm以上を一応の目安にしている。この

大きさに達するのに早生型は70～80年,晩生型は

150年以上を要する。大阪営林局ではケヤキの伐

期齢を150年と定めているが，早生型の成長の早

いものを選抜すれば，伐期を100年以内に短縮す

ることが可能と思われる。

4育種について

ケヤキ材は心材の色，杢の有無などによって価

格に大きな差がある。したがって，優良木の選抜

は天然林または社寺の壮・老齢木を対象にして行

う。用材育種の選抜基準は，①成長が優れている

こと，②幹が通直で枝下高が高く，枝が細いこと，

③心材が赤褐色であること，④さらに杢を有する

こと，などであるが，有杢材はまれにしか見つか

らないので，一般建築材の育種と秀杢材の育種に

分けて優良木の選抜を行う必要がある。また，並

木や公園などに植える造陳I緑化用ケヤキの育種も

今後の課題であろう。優良木は無性繁殖で増殖す

れば形質を維持することができる。老木のさし木

は困難であるが，埼玉県林業試験場では組織培養

によって増殖することに成功している。つぎ木は

さし木よりも容易である。つぎ木苗で採種園を造

成すれば大量に種子を生産することができる。ケ

ヤキは10年生で結実を始める。15～20年生にな

ればかなり多く種子を採ることができる。ケヤキ

の老大木は少なくなったので，今のうちに全国の

ケヤキを調査して特性を明らかにし，優良木の選
しゅうし恥う

抜と蒐集を行う必要があると思っている。
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公048-824-2111.大代表

1°はじめに

ケヤキは明治の終わりから大正初期にかけて国

有林や大学渡習林などで人工造林が行われ，その

後も育苗・人工林造成・保育・間伐など多くの施

業技術に関する蓄職があります。また，ケヤキは

用材・家具材・木工材として他の広葉樹に比べ用

途が広く，価格も非常に高いものがあります。と

ころが，銘木といわれる優良木の貴重な遺伝子は

急速に消失しており，その収集・保存が急務とな

っています。

このように，ケヤキは有用広葉樹の中でも最も

育種の必要性が認められる樹種と考えられます。

ここでは，ケヤキ育種の筆者の考え方と埼玉県林

業試験場での実践について述べます。

2優良形質とその遺伝

ケヤキには，心材が赤褐色を呈し木目はこまや

かで材質が良好なアカケヤキーホンケヤキ（以後

アカ）と，木目が荒く年輪が不ぞろいで材が堅く

狂いが激しい黄褐色のアオケヤキーイシケヤキ

(以後アオ)があるといわれています。アカでも特

に鮮やかなものを，中国では“血檸”と呼び，特

に尊んだそうです。このような評価は現在の日本

でも変わりなく，材Ⅲiに大きな影響を与えます。

なお，年輪幅と材の堅さは，環孔材であるケヤキ

では比例することになります。また，アカ・アオ

の区別とは別に，玉杢・如鱗杢・うずら杢・牡丹

杢などと呼ばれる秀杢を有する材が銘木として非

常に高Wiliで取り引きされ,立木での買値が5000万

円を超すものもあります。

以l:のことから、アカや杢を有する個体が，と

|黙癖:職錨:鱗‘撫錨岡“密ﾖ

りあえずわれわれが育種の対象とする形質と考え

られます。しかし，近ごろではケヤキ原木の絶対

量の不足から,割れや空洞がなく3m以上通直で

あれば柱材として高値がついており（県内原木市

場)，このことも考慮した育種も必要と思われま

す。そこで筆者は，アカと杢を育種目標とした『銘

木育種』と，通直性・細枝性・成長など柱材生産

を目標とした『通常育種』の両方を考えています。

ところで，ここで選抜の基準にした形質は，果

たして遺伝によるものなのでしょうか。樹形とか

幹の通直性・分岐性は，主要な林木では遺伝によ

るところが大きいとされ，ケヤキでも同様に遺伝

による場合が少なくないと考えられています。埼

玉県内で選抜された「むさしの1号」のクローン

苗は，潔境とは無関係に母樹が有する狭い樹冠と

幹の通直性が維持され(写真｡l)，このような形質

が強く遺伝的に支配されている個体があることを

示しています。特に，ケヤキの幹曲りは立木密度

ではもとより，事業上では人工的にも矯正できな

いとする考えもあります。

一方，銘木形質はというと，樹形にかかわる遺

伝的評価が10年生でも判断できるのに対し,どん

なに畷くても50.60年生以上が必要と考えられま

す。しかし，材色については，伐採された履歴不

明な個体群を統計的に分析することで，その遺伝

性が推測されています。また，材色にかかわる化

学成分が解明され，アカの早期選抜の可能性も派

休巣技術N<).6371995.4
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されています。杢に関しては，

形成メカニズムが似ているスギ

の天然シボと同様に，遺伝形質

とすることは否定できないでし

ょう。

以上のように，ケヤキの有用

形質の多くが遺伝による部分が

大きいと考えられるものの，そ

の遺伝様式が不明な現状では，

優良個体のクローン苗を植栽す

ることが育種の実践策と考えら

れます。

3選抜

銘木育種

謝鯵弓

II
l
I

ﾄ』
＊

I
‐
＃

I§

灘 鱸
垂

÷

､‐塾駆一”

アカとアオは，全国ほぼ共通写真｡l柱材‘

して表・1のような立木の特徴

で見分けられるといわれています。ところが，立

木の樹皮と打音による判定，葉の秋季の色と大き

さによる判定，樹皮の剥離型や内外樹皮の色によ

る判定など客観的な調査を行うと，心材色との明

らかな関係は認められません。一方，幼齢木や初

期成長の旺盛な木はアオで，老齢木はアカとの見

方もあります。しかし，これに関して県内のケヤ

キ原木業者は，「老齢木は赤褐色を帯びているが，

本物のアカは比較的若いうちから赤く，老齢によ

る赤みより鮮やかである」と言い，筆者は市場に

出品されている末口30cmほどの元玉でこのこ

とを確認しました。

杢については，玉杢は幹に出るイボによって，

ダルマ杢は幹がほぼ一定の周期でくびれているな

ど外観の特徴から確認可能といわれていますが，

外見からわからなくても玉杢を有する場合もある

ようです。一方，その他の杢については立木での

識別は困難といわれています。

以上のように，立木状態でアカや秀杢の銘木個

体を選抜するのは至難の業と思われます。そこで，

伐採によって銘木形質が確認された時点での育種

材料の選抜(？）＝採取を行うのが最も確実な方法

です｡

通常育種

柱材品種として有望な ｢むさしの1号」の母樹(左)と腋芽培養苗(右）

表･1伝聞されている外観からのアカケヤキとアオ
ケヤキの見分け方と客観的判定

アカケヤキアオケヤキ客観的判定

樹皮 灰褐色

銭斑

低音

小型葉

紅色

晩生

小枝多い

肥沃な所

灰青色

平滑

高音

大型葉

黄色

早生

徒長枝状少ない

竹やぶ・灌木の中

×
×
×
×
×
一
一
一

音響

葉型

秋紅葉

成長型

枝分枝

生育地

注）×：関係が認められなかったもの

－？調査未実施

中川・星山（1992)，星山・中川（1992）

大阪営林局森林施業研究会(1992)による。

『銘木育種』のような，いわゆる材質育種ではな

く，通直性・細枝性・成長といった立木の外観で

判定する選抜であり，基本的にはスギ・ヒノキで

実践された選抜で問題ないと考えられます。ただ

し，筆者は環境の影響が比較的少ない幹の通直性

を重視し，選抜することが最も適当と考えていま

す。

4．収集・保存

前記2の優良形質とその遺伝で述べたように，

選抜した優良個体のクローン苗による造林体系を

林業技術No6371995．4
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想定し，現実的な方法を紹介します。

通常育種では母樹が現に生育しているのでいつ

でも収集できますが，銘木育種では伐採時以降で

ないと選抜ができず，原木業者の協力によって収

集する必要があります。ここでは，優良個体のク

ローンを碓実に残すために，接ぎ木か腋芽塒養を

保存方法として採用します。なお，後者は噌殖率

が高ければ，そのまま造林用クローン苗の生産も

可能なので次項で触れますが，多くの薬品や機器

整備が必要で個人的には利用しにくい増殖法なの

で，近くの公立林業試験場などに相談してみると

よいでしょう。

これらの方法では，冬季に元口2～3cmの枝

を選抜した個体から採取します。この枝は普通枝

で構いませんが，伐根萌芽枝や根萌芽枝があれば

そちらを川いてください。採取時期は，接ぎ木で

は2月が望ましく，腋芽培養では落葉期であれば

いつでも樅いません。材料はこのような小枝です

から，立木の所有肴は容易に譲ってくれますし，

伐採水では素材生産の方に採取を依頼することも

可能ではないでしょうか。

接ぎ木の場合は，台木の樹液が動き出す直前の

接ぎ木の適期に2．3芽ごとに切り分けた接ぎ穂

を，2．3年生の実生苗の台木に“切り接ぎ”し

ます。接ぎ木は，接ぎ手により結果が左右されま

すので,慣れない方は1母樹当たり少なくとも10

本以上試みてください。腋芽培養では冬芽は必要

ないので，採取した枝の細枝を払い，基部から30

苗条を節ごとに切断し，｜
継代伸長培地に移植｜

二
一

診一→ 露‐

CInごとに切り分け，基部側を水に浸した状態で

直射日光の当たらない明るく暖かい部屋に置きま

す。水が濁ったら交換し，2カ月ほどで10cm以

上に萌芽しますので，この新梢がやや堅くなった

ころ試験管に植え付けます。

保存できたクローン苗は，今後のクローン造林

苗生産のための採穂木として育成します。

5．クローン造林苗の生産

造林用のクローン苗の生産に当たっては，母樹

の遺伝子を確実に受け継ぐだけでなく，母樹の遺

伝形質が発現される条件を整えなければなりませ

ん｡つまり，接ぎ木のように台木によって成長!)や

その他形質2)が変わってしまっては困ります。ま

た，接ぎ木ではコナラなどで見られる遅発性の不

親和の危険性も考えられます。それで筆者は，自

根苗となり，接ぎ木よりも大斌生産に適した挿し

木と腋芽培養が有効と考えています。

挿し木法は“緑枝の密閉挿し”が最も有効と思

われます。この方法は，梅雨期の充実した当年枝

を2節葉程度残した柿し穂に仕立て，高湿度状態

のビニールトンネル内の挿し床に挿し付けるもの

です。発根促進剤・挿し床の培土．トンネル内の

湿度調節など工夫が必要ですが，クヌギなど発根

困難な落葉樹種にも有効な，最も高い発根率が得

られる挿し木法と思われます。また，造林苗の生

産に必要な発根率を得るには，採穂木の根際を冬

季に切り返すことで得た萌芽枝を挿し穂とするこ

とも軍要です。

腋芽培養は組織崎養の一種

で，生育に適した栄養や成長

調整剤を含む培地の入った試

i 識篭
~■■

〔培誕期間〕〔1カ月〕〔2週間〕〔3週間〕〔2年〕

|薪蒋砺;割………､眉案詞一函…_…願珂……匹固‘)典型的な例として,ﾘﾝゴの
；初代伸長培地；；発根培地li鉢出しし人工;:ポツ|､＃わい性台木がある。
；に植え付け！iに移械#I気象器で順化|!育苗# 2）サクラなどでは，台木によつ：．．．．．．．．．．．．．．．．．：．！ .、-..-........；．....．．.....．.......､2：.｡.･･一･･･.舎；

て花の形態・色や蒋梁の色など

図．l腋芽培養の作業体系（埼玉県林業試験場）子細な変化が見られる。

林推技術ざ〔).6371995．4
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表･2腋芽培養による優良個体の苗生産（埼玉県林業試駄場）することから，組織培養の

中で遺伝的に最も安定した

増殖法です。また，培地の

組成を変えることで枝葉だ

けを効率良く増やしたり，

発根の最適条件を創造でき

るなど，挿し木法では不可

能だった微細な増殖環境の

設定が可能です。さらに，

年間を通してクローン苗の

生産ができるなど大量増殖

法としても有望な方法です。

筆者が開発した培地（未発

表）での腋芽培養の作業体

系を図｡lに,収集した優良

個体の腋芽培養による苗生

産の成果を表・2に示しま

す。現時点で，この作業体

系により最も高い率の増殖

選抜 推定樹齢

（年）

胸高直径

(m)

樹高

(m)

液芽培養

の難易
育種区分 略号

形質 方法
I

ｗ
帷
槐
川
哩
Ｏ
即
庵

醒
唖
醍
唾
轆
露
籠
籠

直
直
直
直
直

通
通
通
通
通

田樹特性

田樹特性

田樹形態

田樹形態

田樹形態

母樹形態

田樹形態

田樹形態

70

50

10

10

80

300

300

0.42

0.41

0.09

0.08

030

0.70

0.71

〃
－
佃
６
６
－
加
加

。
△
△
。
△
。
○
△

通
常
育
種

Ｓ
ｍ
Ｔ
ｗ
弘
昨
３
ｍ
四

Ｉ

アカ

アカ？

玉杢

玉杢

ダルマ杢

玉杢？

コブ杢

コブ杢

大コブ杢

材確認

材確認

材確認

田樹形態

母樹形態

母樹形態

田樹形態

母樹形態

田樹形態

800

300

500

700

30

100

600～800

170

220

2.40

0.50

1.10

261

釦
一
盟
釦
佃
妬
一
燗
一

○
△
△
。
○
△
○
○
△

銘
木
育
種

巨木その他 KH 母樹形態 500～600 134 27 ◎

糸により最も尚い拳の増殖＊腋芽培獲の難易は，

が可能な「むさしの1号」

を例に取ると，1つの腋芽

から順化を終えた培養苗が理論的に

◎：半年以上安定したクローン造林苗の生藤が可能

r~､：限定的だが造林III!iの生産が可能
△：蔽木は僻られたが造林淵生罐は豚l雌

は年間700万本生産できることにな（難）
ります。また，試験管内植物はその

まま冷蔵庫で半年以上も保存でき，

生産調整も可能です。しかし，挿し
増

木に比べコスト高になることや，ま
殖だ増殖が困難な個体があるなど，｜淵

発途上の技術であることも確かです。

最後に，クローン造林苗生産の実

用化に向けた1つの考えを示したい（易）

と思います。まず，筆者の経験に基

I
I旬
8

I-
、

銘木遡常

I I

ーJ巳、可一一〆｡一ｺワニ程＃副ピンPI江己”も､､一二筐 l

づき，クローン増殖の難易に関して

樹齢と個体差の両側面から検討した

図･2をご覧ください。個体では樹齢

とともにクローン増殖が困雌となり,樹齢10年ぐ

らいまでの間が最も急変するようです。また，個

体差はこれまで考えてきた以上に大きく，初めの

10年間でほぼ決定するようです｡しかし表･2にも

あるとおり．高樹齢でも増殖が容易な個体が確か

10100

樹齢

図･2クローン増殖の難易と個体差･樹齢の関係

1000

(年）

にあるのです。このようなことから，実施可能な

増殖法を見つけたら手当たりしだい優良個体のク

ローン増殖を試みることが実用化への早道かもし

れません。

|難技術Nu.6371995．‘I
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;V牟今？牛今
I今争牟傘午傘
玲牟牟牟牛傘
:？牛牟V今争
玲傘牟牛午牟
j傘争傘牟午●

~ﾏ…●Ⅷ…ぷ…
通常銘木スギ
ー

育種ケヤキ苗青諏苗

［腋芽培養苗］［実生苗］

図・3ケヤキクローン苗とスギと

の混交植栽

写真･2造成したモデル林の現況写真

抗性の問題から，通

常・銘木育種苗とも

7～15クローンを

混合することが必要

です。もし，間伐未

実施の施業にしては

ケヤキの植栽間隔が

短いと思われるなら．

スギの比率を増やす

ことで調整するとよ

いでしょう。また，

6．クローン造林

ケヤキの造林にあたっては，以下のこと等を心

掛ける必要があります。

①適地への植栽：ケヤキの不成繊造林地はこ

れを軽視していた,②混交植栽：噸純林は不成績

との意見がある,③大苗造林：卜刈り時の誤伐が

多い,④主伐までの収益iili完錐：間伐収入は期待

できない。また，クローン苗を造林するときの注

意として，①7～30クローンを混合して植栽す

る：諸被害に対する危険分散,②間伐は原則的に

実施しない：特に銘木クローンでは選抜した樹齢

まで貴重な遺伝子を温存する必要がある，等が考

えられます。

以上の条件を満たす植栽法として，大阪営林局

日原営林署のスギーケヤキの人工造林を参考と

したクローン造林モデルを考えてみました。この

モデルは図・3のような，通常育種苗2本，銘木育

種苗2本，スギ32本を1.8m間隔で配漬したブ

ロックを基本単位とし，このブロックの繰り返し

で構成されています。ここでは，植栽時の3,000

本/haからスギの間伐・主伐を経て,50年後には

5.4m間隔でケヤキ林力城立し，およそ100年で

柱材生産の主伐が行われ，以降10.8m間隔で銘

木の育成が図られます。植栽されるケヤキは，抵

林業技術No.6371995．4

柱材生産に主眼を置くなら基本ブロックのケヤキ

苗を通常育種苗3本，銘木育種苗を1本とします。

この際,通常育種苗は21クローン，銘木育種苗は

7クローンを混合することを標準とします。

7．おわりに

埼玉県林業試験場ではケヤキのクローン造林モ

デルとして，場内に0.16haのスギ育種苗(実生）

との混交林を造成しましたが(写真．2)，通常育種

苗として「むさしの1号」1クローン，銘木育種

苗としてアカ・玉杢・赤芽の3クローンと，用意

できた苗木がクローン数が少なく，各クローンの

植栽頻度の偏ったものとなっています。しかし，

植栽した腋芽培養苗はかなりの大苗を含んでいた

にもかかわらず，活着率（52/53）。その後の生育

とも良好で今後が楽しみです。また，腋芽培養苗

の順化後の育苗技術がほ脚惟立できたほか，徐々

にではありますが，造林苗生産可能な優良個体も

増えてきています。

今後は，時間を要する造林成果を見守りながら，

クローン苗の枝性の取り扱いや苗生産の低コスト

化などの課題を解決するとともに，育種を考慮し

た質の高いケヤキ造林を実現したいと思っていま

す。

【主な参考文献】

『ケヤキ育種の現状と問題」原口雅人（林木の育種，1992
N0.165)

rケヤキ林の育成法」大阪営林局森林施業研究会編,1992

『ケヤキの幼木疎植造林法」牛1II六郎（林経協月報,1987
No|.309)

"ClonalFol･estry"MR.Ahuja,W.JLibby(Spl･ingel､

Vel･laR)、1993
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従来，ケヤキといえば基本種の実生系がすべて

で，最近，立性ケヤキむさしの1号・'剛2号が紹

介されはしたものの，他種についてはほとんど一

般に知られておらず，したがって修景用としても

認知されているわけではありません。ですが，今

後ケヤキを植栽する場合に，ケースバイケースで

種類を選択することができるようになればと考え，

期待の意味も込めてタイトルを「修景用ケヤキ

……」としましたこと，ご了承ください。

ケヤキは全国的になじみのある木です。特に冬

の季節風の強い関東地方では，根が深く風に耐え

るため防風用として，また材は建築や生活用器具

などに，落ち葉は堆肥にと，その有効性ゆえにシ

ラカシ・タケ・スギなどと並んで屋敷林を形成す

る重要な木であったわけです。さらに紅・黄葉も

美しく，古来「つきもみじ」として親しまれたよ

うで，年によっては一段と鮮やかなもみじとなり，

目を見張ることがあります。このように身近な存

在であったケヤキも，生活様式の変化と市街化の

波にさらされて徐々に私たちの身の回りからは姿

を消し，今日ではその多くが街路樹や公隙|樹とし

て定着しています。ここでは，修景植戦用として

有効であると考えるいくつかのケヤキについて述

べてみたいと思います。

1．ケヤキのバリエーション

(1)ケヤキ

ケヤキは性質が強健で樹形が雄大，しかも適応

範囲も広いため，北海道南部，本州・四国・九州

まで植栽されています。(鮒日本緑化センターの洲

査によれば，平成5年度において出荷規格に達し

供給可能となった本数は，高中木落葉広葉樹中ソ

メイヨシノの566,202本に次いで415,582本と第

2位となっていて，主な供給県の茨城・栃木・埼

~E3県を合わせると50%を占めます｡一方，ケヤ

キを「県の木」に指定している県に宮城・福島・

埼玉があり，ちなみに埼玉県では14もの自治体で

｢ilj町村の木｣に指定しています。さらに埼玉の場

合，県管理道，平成4年3月現在の高頻度植栽樹

種（高木）としてケヤキがイチョウに次いで第2

位と高い位憧にあります。

このように一般に愛され親しまれたケヤキであ

っても、その旺盛な生長と雄大な樹形ゆえに，与

えられた狭い空間では収まらず，やむなく不自然

に枝を下ろされて無残な姿をさらし，修鎧とは縁

遠いものになっている場合がときたま見受けられ

ます。とはいえ，すがすがしいライムグリーンの

新緑，強い日差しを和らげる深い緑,I当|にも鮮や

かな紅・災葉，そして葉を落とし寒風に耐えて立

つ姿，春夏秋冬ケヤキには捨てがたい魅力があり

ます。したがって，ケヤキを値戦する場合には｢ら

しさ」が十分発揮できるよう，可能な限りの植栽

スペースを与えたいものです。しかし，これがま

まならない道路や狭小地では，次に述べる直立性

や燦性極も検討される必要があると考えます。

(2)「むさしの1号」

「むさしの1吟」との出会いは昭和46年にさか

のぼります。当時，筆者らが埼玉県四部地域の柚

林堆技術N().6371995."l
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写真.1むさしの1号（国道298号線試験植栽）

木産地，入間郡H高Illl.新堀地内（現・日高市）を

車で移動膜|｣，股家の屋敷林で対面となり，これま

でおLIにかかったこともないケヤキの樹形に，し

ばし見入ってしまったほどです。早速，一般に紹

介したいと考えましたが，当時はいわゆる造隙Iブ

ームのピークで，植木であれば何でも売れた時代

であり，従来のケヤキのイメージとはかけ離れた

立性ケヤキなどというものに対する周囲の関心は

薄く，筆者の力不足もあって，その後10年余りも

棚_上げしていました。

昭和58年,川'三l市道合地内に同様な立性ケヤキ

(｢むさしの2号」と命名）の存在を知り，これを

契機に双方から穂木を導入，揚げ接ぎを行い，昭

和60年には建設省北首都国道工事事務所からの

依頼で，「むさしの1号｣とともに国道298号線に

試験的に’随栽,翌61年には市場性調査のため,｢む

さしの1弓・In12号」にツクモケヤキを加え，増

殖用母樹として埼玉県内の生産者に配付しました。

昭和58年に「むさしの1号｣24本，59年には｢む

林業技術N0.6371995.4

写真･2むさしの1号（枝の発出角度）

さしの2号｣39本を接ぎ木，これを母樹に配付用

蔚を蝋殖したのを皮切りに，その後，県内外の関

係機関にも分譲しました。

この木の特徴は，①幹は直立し枝分かれ多く，

広がりの狭い竹ぼうき状となります。いわゆる省

スペース型ケヤキといえましょう。この性質は狭

小なスペース（ただし，高さには制限のない場

合)，例えば街路･小広場などに有効と思われるほ

か，現代建築にもマッチするものと考えます。②

葉は機い緑色で，秋には紅葉します。また，③芽

吹き，落葉がそろい，④成木しても枝は広がらず．

若干の枝抜き程度で十分です。先行き懸念される

場合の設計には参考になると考えます。

また，生産者サイドからの視点では，在来種よ

り①単位面職当たりの生産量が上がる（ただし，

畑の外縁部は絆が傾斜し，放憧すると修正不能と

なるので，早めに植え広げる)，②苗のそろいがよ

く，商品化率が高い，③出荷時の枝折りが容易，

④枝打ちによって通直な部分が長く採れ，林木と
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写真･4むさしの2号（国道298号線試験植栽）写真･3むさしの1号の列植（センター内）

本を配付しました。このころになると新聞各紙，

テレビ局が次々と取材に訪れ，面食らったもので

す。

ともあれ，これらの報道によって県外からも照

会が相次ぎ，生産にも拍車がかかりました。一方，

実際の需要をl喚起するためには，まず設計者の目

に触れることが重要ということで，後に生産者サ

イドから関係筋に働きかけを行った結果，積算資

料'93年7月号(臨時号)，そして建設物価'93年9

月号に「緑化樹木の働き」として掲載されました。

しかし，生産が本格的に始まって，まだわずか6

～7年のため,幹周18clnの規格に達するものがほ

とんどなく，1ランク下の12～15cmのものに頼っ

ている現状で，もう少々養成期間が必要と思われ

ます。

平成4年にはイベントにも出品され，普及の一

助となりました。すなわち，第1回ジャパンフラ

ワーフェスティバル(銀賞，紗幕張メッセ)，ハー

グ・ズータメア国際園芸博覧会（通称くフロリア

しての利用に期待が持たれる，などが挙げられま

す。

次に，重要な病害虫としては，クワカミキリが

挙げられます。密植栽培によるものかどうかはは

っきりしませんが，被害が目立つ気がします。成

虫は7～8月に現れ，新梢の樹皮を食害し幹や枝

に産卵します。この時期，朝方樹幹を振動させる

と成虫が落下します。材の内部に食い込んだ幼虫

には，虫糞の排出孔からスミチオン乳剤などの殺

虫剤を目や肌にかからぬよう保護して注入します。

次に，普及の経緯等について若干述べたいと思

います。

前述のように，昭和60年から国・県道，試験

場，関係機関などで試験的にモデル植栽や苗の配

付を行った結果，それなりの感触が得られたため，

昭和60年度から植物振興センターで事業化し,こ

れを機にこれまでの呼称，入間系・川にI系を改め，

それぞれ「むさしの1号・同2号」とし，平成2

年11月から県内22の生産者団体を通じ，1,075

林業技術No6371995.4
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－ド'92>）では屋外展示l等（船オランダ）を受

賞,他国での評mliは感慨深いものがあります｡少々

手前味噌になりました。ケヤキの盆栽の場合，乱

れた枝を修正するため，冬期間，ひもで枝釿る作

業があるようですが，「むさしの1号｣の場合，そ

うせずとも樹形が維持できるか試みられています。

(3)「むさしの2号」

「むさしの1号｣との絡みで同様な樹形のものを

探していたところ，昭和58年,当時の上司から川

口市道合地内に存在することを知らされ，穂木を

導入したのが始まりです。基本的にはrむさしの

1号」とよく似ており，①幹は直立，枝は鈍角に

出てその後直立し波を打ち，小枝はやや下垂する

傾向があり，②枝張りは1号よりやや広く，③葉

は緑から黄緑色で，④秋には黄葉します。成木で

は樹形が在来種と「むさしの1号」の中間型とな

り，使いやすいと思われましたが，苗木では樹形

のそろいが悪く，やや乱れる傾向があり，一見，

1号に見劣りし，またクワカミキリの被害が1号

よりやや多いため，一般に敬遠されています。残

念ながら原木は既に伐採され，往時の姿をI碓認で

きないのが残念です。このようなわけで苗木の生

産も行われておらず，緑化樹としての利用にまで

至っていないのが現状です。

(4)ツクモケヤキ

ツクモケヤキは綾性です。晋通のケヤキをその

まま縮小したような樹形になります。節間は短く，

屈折しながら伸長します。川口市安行近辺には時

折見かけることがあります。植物振興センターに

も40～50年は経ていると思われるものが1本あ

りますが，現在でも高さ6.5m,幹周75cI11,枝張

り4mと生長は緩慢です｡高さやll畷に制限のある

公共空間や，場合によっては個人庭園にも植栽可

能なくらいの大きさです。難点は鍵成に長年月を

要するので，この点が改善されれば樹形も整い，

生育も緩やかで手入れも省力化でき，緑化樹とし

ても捨てがたい存在ではないかと思っています。

一時は盆栽などにもされたようですが，小枝が従

来のケヤキのように繊細ではなく，しなやかさに

欠けるので今では全く見かけません。

休業技術NU､6371995.4

写真･5ツクモケヤキ（センター内）

(5)シダレケヤキ

川ll'ij立安行中学校には高さ約9m,幹周67

CI11と76cII1,枝張り約5mのシダレケヤキ2本が

捕えられています。枝はやや波打ちながら直立し，

小枝はド垂します。このような形状を称して，｜司

校の生徒たちは「お化けの木」と呼んでいるそう

で，木には気の毒ですが言い得て妙です。親木は

#JIM好樹園（川LI市安行地内）に現存します。ま

た，成木にはお目にかかっていませんが，これと

は別に，枝が比較的よく枝垂れるケヤキがあり，

当方にも苗木は植栽していますが，川口市立グリ

ーンセンターには高さ7～8m,幹周25～28cm,

枝張り2mに生長したものが3本展示されてい

ます。これを見ると，両者はよく似ています。た

だし，「むさしの1号｣に比べて枝は間隔を置いて

分岐します。この点，2号に類似します。小枝の

様子からして，全体はふわっとした柔らかな印象

を受けます。



写真･6シダレケヤキ（川口市立安行中学校）

(6)フイリケヤキ

成木にしる苗木にしろ，外見からは従来のケヤ

キと変わるところは認められませんが，萌芽して

その違いがはっきりします。つまり，初め鼓緑色

の葉の一部が紅色を呈し，後に白斑となります。

この時期，少し離れて見るととてもケヤキとは思

えないほどです。小林モミジ閲（川口市安行領家

地内)には，高さ6m,絆周70cI11,枝張り5mに

なったものがあります。

2．移植と養生

ケヤキの移植は難しいほうではなく入木になっ

ても可能ですが，植栽後徐々に樹勢が衰えていく

例を時折見かけます。このようなときには地下部

に問題のある場合が多いようで，たいていは水は

け不良の結果です。枝が枯れ込み生長は止まって

じり貧となり，キクイムシなど二次被害の発生も

心配されるようになりますから，械栽地の状況を

よく把握し必要に応じ対紫を誰じます。移植に当

たっては鉢土を付けて根巻きをしますが，大木と

なると持ち去られる土の鍬は相当のもので，植木

屋は「土を売る商売」などと言われるゆえんです。

苗木は別として，一般に鉢土の大きさは根元直

径の3～5倍程度，厚さは側根がなくなる深さま

でとし，ワラ・コモ・麻袋などを用いてワラ縄で

21

巻き付け，土を保持します。根巻

きは土中で自然に腐る材料であれ

ば取らずに植え込んでかまいませ

ん。また，多少なりとも根が切ら

れていますから，幹の日焼けを防

ぐ意味から前述のような材料を用

いて幹巻きをします。最近では，

幅15～20cmくらいの麻布を包帯

状に巻いたもの力浦販されており，

幹巻きも手軽に行えるようになり

ました。植え穴は鉢より広く，深

く掘って土を埋め戻し，水を注ぎ

込みながら棒で突いて根と土をな

じませます。そして，移植後に縦

も大切なことは，風に揺られて根

と土が離れないようにすることで，

を取り付けますが，苗や岩木であそのために支柱を取り付けますが，苗や岩木であ

れば添え柱といって，梢丸太や竹を1本樹木に添

えれば足ります。列植の場合は，布掛け支柱とい

って幹に丸太や竹を水平に結束し，ところどころ

に脚を取り付ける方法もあります。さらに大きな

木となれば，三脚支柱（八シ掛けとも言う）を施

します。この場合，樹高の2/3程度のところで結

束し，脚の根元は別の杭で土にしっかり固定しま

す。いずれの場合でも，樹木と支柱の接触点では

樹木に杉皮などで幹当てをし保護します。なお，

竹と竹を結束する場合は双方に挽き目を入れ，針

金で締めつけて滑らないようにします。また，丸

太同士のときは釘打ちとし針金で結束します。

街路樹を見ていると，同一樹種であってもそれ

ぞれ個性の違いに気付きます。ケヤキの場合を見

ても，樹形・萌芽時期・落葉時期・こう葉（紅・

黄・褐色）ともさまざまです。それはそれでよし

としますが，一方ではこれらが一斉にそろう姿も

見たいという欲求にも駆られます。rむさしの1

号」が話題に_上って以来，地元生産者の間では，

形質のそろった緑化樹木を提供するために接ぎ木

や挿し木による苗木の増殖が増えていると聞きま

す。予期しなかった嬉しい副産物と言えましょう。

林業技術No.6371995.!l
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も当該所要経費が440円2銭であったと記録されてい

る。樹種選定に当たっては，尾鷲営林署（現・尾鷲森

林経営センター）の指導もあり，大高木として永く記

念できるものとしてケヤキが選ばれたようである。

この林分の下刈りは，2～7年生まで毎年行われた。

9,11年生で条刈りが行われた。条刈りとは筋刈りの

ことであり，この時点でケヤキは一定の大きさに達し

ていたものと推定される。24年生の条刈りには「五町

歩のうち二町歩除伐」と台帳に摘要が付記されている。

24年生という樹齢と前回条刈りから13年が経過して

いることから考えて,条刈りの名目で林内掃除が5ha

のうち2haのみで実施され,残り3haは実施されな

かったのであろう。未実施の理由は，経費的な制約に

よるものか，13年経過の間に侵入樹種が繁茂したため

施業を放棄せざるをえなくなったかは不明である。い

ずれにしても，これ以降，30年生，36年生の除伐にお

いても2haのみが実施され，現在の1.65haに至っ

たと考えられる。

当初の造林5haと推定される区域には．ケヤキが

1．はじめに

ケヤキは材の有用性，費璽性などの点から，今後の

造林が期待される代表的な樹種の1つである。また，

独特のホウキ状の樹形や新薬の美しさなどから公園木

や街路樹としても多く用いられる。本論では「ケヤキ

あれこれ」という表題に従って，著者の豊かでない経

験の中で，ケヤキとのかかわりを砦干の知見を加えて

紹介する。

2．尾鷲市のケヤキ人工林

ケヤキの造林は，明治末期からl1月和初期にかけて|:i(I

有林を中心に相当大規棋に行われたが,ilii祇的にまと

まって成林した蝋例は少ないという。幸い，貢箙県に

は民有林において1カ所，緋I当な而枇規模を持つケヤ

キ人工林が成林している。それは尾驚市の大"j罷南浦字

栗ノ木谷の市有林内にある。戦後，当地域でもヒノキ

の拡大造林が強力に推進される中で，この造林地は話

題にも上がらなくなっていた。林|ﾉjには雑木，カズラ

類が繁茂し，長年放澄された状態にあった。II"1157

年，市有林経営の見直しによって，市有林の担当者は

この造林地に注目した。そこでとりあえず翌年に林内

掃除が実施されることになった。

著者は昭和58年,林内掃除直後にこの林分を調査し

た。その概要は，地況が標高200～350m,傾斜15

～35．，方位N,土壌型BD,林況が樹齢56年生，面穣

1.65ha,成立本数1,053本，立木密度638本/ha,平

均胸高直径14.8c111,平均樹凋13.37m,単位材職92

m3/haであった。登り口には石碑が建立されており，

｢御大典記念林尾鷲町施業而俄流町歩標一万本植

付昭和三年十一月」と刻まれている。il丁有林台帳に
写真･1尾鷲市のケヤキ人工林
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一様に蝋木的に生育している。このII"!にあって林分と

して生育している区域は，谷沢地と山腹～山脚部にか

けての緩斜地に限定される。この区域は比較的に湿潤

肥沃なため，ケヤキが良好に成長し，雑草類や侵入樹

種に被圧され消滅することなく成林しえたものと思わ

れる。適地の重要性をあらためて感じる。

3三重県庁のケヤキ

本県の現庁舎は，明治村.に移築された旧庁舎の裏1l1

に当たる吉田山の上に建つ。I1I頂部を切り朧りした造

成地であったため,II"I139年I1月の落成と前後して周

辺緑化工事が進められた。新jj:舎建設委員会では，周

辺緑化木をイチョウという線でほぼ決めていたようで

ある。樹極選定の鍛終段階に入り,"'Ij家の意見が求

められた。そんな'|!にあって，三眼大学のある先生は，

｢山頂部に位慨して頁塒が多く，粘:1質の部分もあり，

砂質の部分もあるのでケヤキが適当」と答えた。この

助言によってケヤキに決定されたという。

ケヤキは群馬県桐生'|jからI-|通りの幹周25cm前後

のものが運ばれ植えられた。樹齢，樹間などは不詳。

一部18本は,平成3年議会棟建設に伴って敬地内で移

植された。定植から今I」までの間に枯死したものはな

く，ときには整枝作業が行われたと|附く。これらのケ

ヤキは，平成7イド2月現庇55本あり．その幹周は

64～149cIn,平均101cI11,樹間は13m前後である。定

植から約30年が経過して平均幹周で76cm,直径で24

CInの成長をしている。

県林政課は県庁舎6階の南東隅にあり，ケヤキを一

望することができる（前掲)。特脅はli召和62年から5

年間，これらのケヤキを見ドろしてきた。漠然と眺め

る巾で，春の芽吹きや新葉の腱|淵は個体によって大き

なバラツキがあることに気付いた．ケヤキの芽吹きは

いずれの個体とも赤い。新葉が展開するに従って青く

(緑色）なる。芽吹きは佃体によって10～20Hの差が

ある。したがって，すべての個体が芽吹き，新葉を展

開し終わるまでには1カ月ほどかかる。その期間には

新葉の赤いものと門いものとが混在することになる。

一見して赤いものと青いものとに|丞分できるが，要は

芽吹きが早いか遅いかの遮いであろう。暑さの厳しい

翼には盆過ぎに早々と藩購を始め，その後しばらくし

てiliび新葉を腱|ﾙlするものがあり，他方，替さに､Iz然

と葉を茂らせるものがある。秋の落葉の祷色は黄褐色

から赤褐色までバラエティーに富み，落葉の時期にも

大きな幟がある。初秋に落葉しTIj展開した葉は黄褐色

”

のものが多いようだ。種子の豊作は3～4年に1度の

ようであり，豊作年は葉が平年の1/3～1/4と小さく，

凶作年は葉が大きく，シュートを磯んに伸ばす。残念

ながら記録を取っていないので，それらが個体の特性

か，年ごとのバラツキかはわからない。

4．巨樹としてのケヤキ

1991年環境庁発行の巨樹･巨木林調査報告菩によれ

ば，三重県では巨樹535件，巨木林119件，計654件

の55樹種1,157本力報告されている。これによれば，

スギが405本，クスノキが205本，ケヤキが113本，

イチョウが66本，スダジイが57本と続く。ケヤキは

第3位で全体の約10%を占め，巨樹の10本に1本が

ケヤキということになる。

県下最大のものは御浜町引佐の「阿旧和の大グス」

で，幹周が1,440cI11である。以ド，第34位までをムク

ノキ1本を含めてクスノキとスギが独1liする。ケヤキ

は第35位で顔を出す｡ケヤキのうち雌大のものは美杉

村国津神社にある幹間731cI11のものである。これを含

めて幹周500cm超のものが7*,400cm超が21本,300

cn1超が81本，それ以外が4本である。全体113本のう

ち所有形態別には社寺が47本，個人が37本，国・公

有が5本，不明が5本で，周州状況区分別には樹林の

中のものが53本，建物群の中にあるものが31本，耕

地や道路に接しているものが21本,その他が5本であ

る。ケヤキは社寺境内林を形成する重要な樹種となっ

ている。

ケヤキ巨樹の県内分布は,上卿市が15本,大|||田村

が14本，美杉村が11本，名張市が9本，藤原町が8

本，伊勢市が7本，飯高町が6本となる。これを森林

計画区別にまとめると，北伊勢（四|言I市，津地方）が

33本，南伊勢(松阪，伊勢地方）が23本，伊側（上野

地方)が52本，尾鷲熊野が3本となり，県の西部およ

び北部に偏っている。とりわけケヤキ巨樹の多い伊慨

計画区は木津川流域にあり，上野市，名張市,'killljl

村，美杉村の一部などを抱桶する。木津川は淀川とな

り，古くから神社仏閣の建築の磯んだった奈良･京都・

大阪に通じるため，積極的にケヤキの大径水が残され，

今日に至っているものと思われる。

ケヤキ113本のうち，天然記念物の桁定を受けてい

るものが3本ある。それらを以~ドに紹介する。

●美杉村・国津神社のケヤキ

昭和15年県振定天然記念物｡樹高30m,枝張り東西

25m、南北15mで，地上80cmの所で2本に分かれ

林業技術N0.6371995.4
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という。材質的にはアオケヤキはヤブゲヤキと同じも

のを指し，ほぼ同じ意味で使われているようである。

県内にはケヤキ造林に情熱を注いでいる林家が数名

いる。彼らの関心は，早期にアカケヤキとアオケヤキ

を判別することにある。一般的にアオケヤキはアカケ

ヤキに比べて樹皮が平滑で青っぽく斑状にはげにくい，

皮目が横に連なって切線状になる，新葉が青い，葉が

大きい，落葉の色づきが黄色，樹冠がスリムなほうき

状になるなどの外観的な特徴があるとされる。このよ

うな特徴があると言う人と全くないと言う人がおり，

意見は完全に二分される。著者の知る限りでは，後者

を支持する。

ケヤキの立木を観察すれば，樹皮，皮目の形状は樹

齢や,1本の立木であってもその部位によって異なる。

樹冠形は長年にわたる周囲の状況に左右される。新葉

の色は芽ぷきの時期，落葉の着色は落葉開始時の気温

や着生期間の長短に関係があるように思われる。一方，

現地で全山すべてがアカケヤキといわれている林分の

稚樹の形状を調べたところ，樹皮の赤いもの，青いも

の，葉の大きいもの，小さいものなど実にさまざまで

あった。また，苗畑において同じ系統の苗であっても

畝の外側と内側とでは樹皮や新葉の色は異なる。これ

らのことから，樹皮，皮目，葉，枝張りなどは樹齢や

立地条件などによって変化するため，スギの心材色な

どと同様，材質を外観から区分することは困難である

ように思われる。また，材質そのものも樹齢とともに

変化することが考えられる。

話は少し変わるが，著者は長らく，アオケヤキとは

心材色の青い（青色）もののみを指すと思い込んでい

た。そんな目で20年余りケヤキを見つめてきた。その

間，心材の青いものを2本見つけた。腐れや変色のた

ぐいではない。まさに青色を帯びている。1本は原木

市場の県内産ケヤキの枇の中で，樹齢200年余り，直

径約1.5mの大径木であった。もう1本は津市近郊の
うケ

農家で臼として利用されているものであった。念のた

め，地元の関係者に青いケヤキのことを質問したとこ

ろ，まれではあるが，時たま見ることがあるという答

えが返ってきた。心材色には赤褐色～黄褐色～青褐色

の変異があり，青いケヤキも存在する。

毒
郷
土
の
樹
木
’
三
重
県
の
樹
木
誌
胎
よ
り

写
真
・
２
美
杉
村
・
国
津
神
社
の
ケ
ヤ
キ

て，太いほうの胸高幹周が約7m,細いほうが約4

In9地上1mの周囲が11.65m。十数年前の台風で牌

が裂けたため，大学・県の指導を受けて数カ所をワイ

ヤーロープで縛り，尉脂の塗布などを行った。現在も

肥大成長を続けているので，定期的に縛り頂しを行っ

ている。

●美杉村・真福院のケヤキ

昭和15年県指定天然記念物。名勝･三多気のサクラ

並木の終点で山門,Li段の下にある。鮒1'i約31.5m,11"

高周囲6.13m,枝張りは東西25m,南北20m･梢端

は*II当に痛んでいるが，樹勢は悪くない。

●上野市。二度芽のケヤキ

昭和54年市指定天然記念物。市街地･菅勝軸III社本殿

聖にある。「天神さんの二度芽の僻Jとして古くから親

しまれ，春と秋の年2回芽を吹く奇樹老木。根幹回り

約5.2m,高さ約16mで樹勢は旺盛である。

5．アカケヤキとアオケヤキ

県内の素材生産業者や流通業者の間では，ケヤキを

材質的に区分する場合，ケヤキとヤブゲヤキに分ける

のが一般的である。ヤブゲヤキはケヤキに比べて材が

もろく，白太（辺材部）が多く，材色（心材色）が悪

いものを指し，竹やぶや河岸に生育したものの中に多

いからという。材価もケヤキに比べて著しく低い。こ

の呼称と並行してアカケヤキとアオケヤキに区分され

ることもある。アオケヤキはアカケヤキに比べて材質

的に劣るものを指し，樹皮が平滑で青みを帯びるから

6．おわりに

ケヤキに関して4題を小見出しで述べた。それぞれ

に1Z鶴的な部分も多いが，情報の1つとして今後のケ

ヤキの研究に役立てていただければ幸いである。

林業技術斑o､6371995.4
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I遷宮

1式年遷宮の発祥

神宮とは皇大神宮・豊受大神宮の二宮を指しての総

称であり,神宮における20年に1度の造替を式年遷宮

という。この制度x)は天武天皇によって制定されたと

伝えられるが，西暦685年を妥当とするといわれてい

る（年号は以下すべて西暦による)。

第1回の式年遷宮は持統天皇の第四年(690)に皇大

神宮，第六年(692)に豊受大神宮にて執り行われた(皇

大神宮は内宮さん，豊受大神宮は外宮さんと親しく称

されている)。

この最初の遷宮は発祥以来，最近行われた平成5年

(1993)の第61回までには1303年間にわたる長い歴史

が刻まれている。式年遷宮造営用材の伐採は，皇大神

宮においては伊勢（三重県）の神路山，豊受大神宮に

おいては伊勢の高倉山において久しく行われたが，時

の事情や適材の欠乏に従ってしだいに他の地域に移り，

中御門天皇の宝永6年(1709）の第47回遷宮以後は主

として長野県西筑摩郡の木曽111から伐出されている。

2．明治以降における還宮の歴史2）

明治4年（1871）廃藩置県によって藩政林は国有と

なり，明治18年(1885）に宮内省の中に御料局が掴か

れた』)。

御料局は明治35年（1902）から施業案の編成を行

い，明治41年(1908)に御料局名を帝室林野管理局'）

と改称し施業案を改訂した。その後,大正11年(1922）

12月8日に御料地は宮内省から内務省に移袴されて

神宮司庁の所管となった。なお，昭和元年（1926）ご

ろから五十鈴川の水源かん養ならびに神宮の風致に対

する関心を深めた。

しかしながら，第二次大戦の終結後，神宮は占領軍

司令部から出された神道指令によって，昭和21年

(1946）2月にその官制が廃止され，神宮は「一宗教法

人」として発足することとなった。かくて同22年

(1947）に林政統一によって御料林は国有林に統合さ

れ，林野庁と改称してその所管となった。

11江戸時代における木曽山森林開発

森林の持続的経営は一朝にして果たせるものでなく，

極めて長期にわたる歴史的背最をもつものである。木

曽谷での森林施業は，それと深いかかわりがあるので，

その歴史をliil願することとする。

17世紀に入り，徳川家康は慶長8年（1603）に江戸

薙府を開き，同12年(1607)子義直を尾張に封じて漉

幡領とし，元和元年（1615）に尾張藩とした。徳川政

権成立後の慶長15年(1610)には名古瞳城の築造や城

ドIIIj.の形成が行われ，さらに元和7年(1621)には江

戸城の建設のほか多くの社荊I]材の需要が急増して，

ヒノキ材の伐採圏は流送の容易な木縛谷にて次々と拡

大した。このため寛永初年（1624年ごろ）の木曽谷の

木材資源は著しく減少したと惟定されている。このよ

うな事情を反映して尾張藩で展開された各般の林政は，

現在の木曽ヒノキ林の成因と極めて密接な関係があり，

その概況は次のとおりである。

（ア)巣l1l制。元和年間(1615～24)の初期から尾張

藩は59カ所を巣山として一切の植生の伐採を禁止す

る区域とした。

（イ)留lll制。寛文5年(1665)に減少の著しい森林

資源を維持更新するため禁伐とする林政改革を行った。
句ようじぽくあljや座

（ウ)停止木制。前記巣山・留山以外の地域は明山と

し，農民たちは自山に立ち入ることが許されて日常生

活に必要な家作木，薪，下草，雑穀類等が採取された。

しかし，寛文の改革に次いで藩は特定樹を禁伐とする

停止木（留木）の制を設けて，明l1lといえども漸次伐

採に制約を加える擶侭を取ることとした。さらに，元
ﾋﾉｷサクラｱｽﾋ?＊‘

禄3年（1708）に藩は桧・椹・明檜・槙の四木を停lヒ
オ.ズコ

木とし，その後享保3年（1728）には，これに鼠子を

加えて，いわゆる五木を停止木とした。

（エ)留寸制｡留寸制は,伐採に当たり有用特定樹種に

限り一定径級の標準を設け，それ以下の幼壮齢樹の伐

採を禁止して次代の更新に資することとした。木曽材

林業技術No.6371995.4
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木奉行は寛政9年(1797）に択伐法を取り入れた｡この

案は良材の欠乏してきた木曽l11に対して，藩のIIt"11ｲ．

源である木材収入を確保するための針葉樹用材に対し

て保続作業を取り入れた択伐の初めであるといえよう。

以上を勘案すると，木曽山で寛文～享保年代

(1661～1736)に行われた著しい過伐に対し，上述の誠

制度によって有用樹の維持更新に格段の撚刑がなされ

た結果，現在のヒノキ天然林の樹齢がおおむね

250～300年を示していることとよく符合するもので

ある。これに対して菅原聡（1993）3)は，長野営林局

が1976～77年に木曽ヒノキ天然林の皆伐跡地，46力

林分の樹齢構成を調査した資料によって，その成立過

程を次のとおり推論した。

（ア)木曽ヒノキ天然生林の樹齢は400年を超える林

分は少なく,ほとんどが300年以下であった。

（イ）ヒノキの天然更新は伐採などによる上胴木の消

失によって進行したとする仮説が立てられた。

（ウ)天然更新には低木類の存在はむしろ有利であり，

成長の過程でヒノキの稚樹は低木類との競争に打ち勝

っていくようで，広葉樹などとともに更新することが

多かった。

これによって，江戸中期以降に尾帳滞が行った木'将

ヒノキの保護政策と森林賛源のIIJ復に|典lする辮lllな洲

査結果が菅原聡割》によって示されているが，紙IIImの部

合｣ﾆ制愛する。

ⅡI神宮備林設定のあゆみ

1．明治以降の御用材の供給

明治以降における御川材は，すべて木噌Wlll林から伐

出された。将来は神路・烏路のiliilllから伐川される兇

込みであるが，いまだその期に篭らず，大材は依然と

して木曽御料林から供給を愛すると認められている。

しかしながら，明治｣2年(1909）の用材避木の経験

によれば，木曾御料林においてヒノキの大材を僻るの

は，はなはだ困難な状況にあった。これに先立って，

明治37年(1904）に当局と造神宮使との間において木

材の寸法縮小について協議があり，このことがたまた

ま上間に達したために時の侍従長を経てご~ド|淵があり，

同年7月，侍従長は次のように提案された')。

「御造営の制に関しては，なるべく古制に則り，｜｢I観

を改めないよう永久の策を識ずることとする。なお，

御用材のことはさきに兒玉前外務大臣の伏奏と御料局

員との陳述によれば，明治六十二年(昭和4年(1929）

の第58回遷宮年に該当する)では，木曽御料林からや

やその需要を充たすことができるが，次代の式年にあ

林業技術N().6371995_4

たる明治八十二年（昭和28年(1949)の第59回遷宮

年に該当する）に至っては到底御料林において従来の

ような必要の巨材を供給することはできないようであ

る。果してそうであれば何れの山地でこの巨材を求め

るべきか。積年の乱伐の余習により今や他に大樹を得

るの方途がまさに途絶するであろう」

なお，このことに関しては，御用材をスギまたは他

の材に代えること，また帝室貯木材を考慮することに

触れているが，その詳細については省略する。
きよう<

さて，ここで当局は大いに恐擢し，慎重な研究の結

果，木曽御料林の全般にわたってヒノキ大樹が群生し

ている区域を一般施業林と区別して神宮備林とし,｢神

宮御遷宮制度」を設けて永久存続を期することとした。

2．神宮備林の設定

森林施業は，あたかも明治32年度(1899）に施業案

の編成が開始され，さらに，同42年度(1909)から検

訂の実施が進行し精密な諸般の調査がなされ，これに

併せて神宮備林の区域を決定することとなった。

かくて,神宮備林については,まず永久と臨時の二種

に区分した。永久備林は，現在ヒノキの大樹は少ない

が永久に御用材を生産すべき地域とし，今後100年間

は伐採を行わず，この期間中は後記の臨時備林によっ

て必要を満たすこととした。臨時備林は永久備林の伐

採が可能となるに従って漸時解除する仕組みであった。

こうして，神宮備林は明治39年(1906)から大正4

年（1915）に，次のとおり選定された。

永久備林は，中立・瀬戸川の御料林で面積1.886
じゃこう

11ao臨時備林は鋳香沢・萩原西山・天王洞・台ヶ峯・
いでのこうじ

妻繩・男唾・賎母・三ヶ沢・北沢・出ノ小路・南木曽・

薬師寺の御料林で面積6,452ha,合計8,338haであ

った。この備林の施業案は主伐を指定することなく，

ヒノキの保有に必要な間伐および林相不良地の改植を

指定し，輪伐期は供用の目的に適する時期として大樹

の養成に努めることとした。

しかし，この備林の種別および区域はおおよその取

り決めで，ただ一定の区域を画してヒノキの大樹を保

存しようとしたにとどまり，これによって果たして永

久の用材を供給することができるかどうか，特に大樹

については懸念される点があり，またその面積が適当

かどうかについても何ら学術的研究がなされたもので

なく，さらに森林施業についても確定的方針を定めた

ものはなかった。

ここにおいて，昭和6年（1931）に帝室林野局は局

識をもって実地の検討を行うことを決定した。その調
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査は主として帝室林野局木曽
っ11

支局および同名古屋支局の付
場

知出張所員が担当した。ちな

みに，その取りまとめは倉川

吉雄4)の「神宮備林の法正状

態に関する研究」による学術

的根拠に基づいて行われ，昭

和8年(1933)に成案を得，翌

9年(1934)に地域の改訂およ

び施業法について宮内大臣の

決裁を経て確定したものであ

表･1ヒノキ大樹成長量の推定表

20年間累計
の成長
量(MI)I(dII)
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(年）
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司
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ｈ
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る｡その研究内容の大綱は次に述べるとおりである。

(1)20年ごとに使用される御用材の大きさと数量か

ら，これに該当する立木の大きさと数堂を決定した。

(2)木曽におけるヒノキの成長欺を調査して所要立木

の生産期間を推定した。

(3)20年ごとに伐採される所要立木は,現探どれほど

の大きさのものを必要とするかを生産期間に基づいて

計画し，またどれほどの数溌を必要とするかを枯損そ

の他の要因を考慮して決定した。

(4)以上によって，備林の法正蓄積を有すべき森林の

面積を決定した。

この結果を踏まえて神宮備林を第一．第二．第三備

林に，次のとおり区分した。

第一備林は御造営用材を生産するに足る理論的の最

小面積であって，気候・立地その他の条件がヒノキの

大樹生産に適し，永久の神宮備林として経営すべき林

地とする。

第二備林は第一備林が林相整正して完全なる備林と

なるまでの問，ヒノキの大樹補給の予備とするととも

に，臨時造営あるいはその他の予期しない特殊の場合

に対する予備林として第一備林に準じて経営し，永久

にヒノキの大樹を生産すべき林地とする。

第三備林は第一備林が林相整正し完全なる備林とな

るまでの間，ヒノキ中径木の不足を補う予備林であっ

て，上記備林に用材が不足をきたす場合はこれを補充
みひしろ

することとし，当分のうち御樋代木龍)を除くほかの用

材は伐採しない林地とする。
みそifや座

(注．神宮御造営川材を採取する山を御杣山という。御樋代

木烏)は御杣IIIで初めて斧を入れる祭において,遥御に際し奉
納する神儀にて伐採する用材である｡）

以上による神宮備林の種類および面積は次のとおり

である。

第一備林は,出ノ小路.男唾.賎母.妻龍.三殿向.南

木曽･薬師沢･荻原西山の御料林で而績は4,484.24ha｡

第二備林は，北沢・天王洞・台ヶ峯の御料林で面積

は1,777.55hao

第三備林は，中立・瀬戸川の御料林で面積は

1,965.94hao総計8,227.73hao

ちなみに，倉田による「備林の法正状態の研究」に

よって得られた面積は次のとおりである。

(1)天然更新の期間中の面積：一定区域の森林に存在

すべきヒノキの而積は1,719.10haであるが，実際に

経営される森林は，それ以外に天然更新期間中(約20

年と見なす）の而積として116.23haを加え1,835.33

haとした。

(2)他の樹種を混交するに必要な面積：択伐後天然更

新による作業は安全対策として相当に他樹種を混交さ

せることが得策である。特に木曽では有用な針葉樹が

あるので，立地と林況に応じ，併せて適地適木を計っ

て混交林を仕立てることとし，かつその面積をヒノキ

の生立面積と同じ(1,835.33ha)と見なした。

(3)不生産地の混入面積：山岳林には渓谷，急峻その

他の不生産地が相当あるので，それらを全面猿の2割

(1,835.33ha+1,835.33ha=3,67().66ha,3,670.66

ha×0.2=734.13ha)と見ることとした。

以上により，20年ごとに永久に御用材を生産される

べき神宮備林の理論的面穣は次のとおりである。ヒノ

キの生立面積=1,719.10ha,更新中の面積=116.23

ha,他樹種の混交面積=1,835.33ha,不生産地見込面

積=734.13ha,計4,404.79ha｡

参考資料

(1)ヒノキ天然生林の成長量4)：20年ごとに伐採す

べき御造営用材（主伐鎧）の丸太は，1本の立木から

1本を採るものとして立木数を算出した。また，天然

生林の成長は，その優劣によって5級木（優勢水A,

中願木aおよびb,劣勢木c，被圧木d)に区分し，そ
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しても何ら支障がない

ばかりでなく，後述す

るように国の文化の維

持保存上からも意義あ

ることと認識された。

すなわち，昭和23年

(1948)に新たに国有林

野経営規程が制定され

て以来，中央において

は｢艮伐期大材林設瞳」

の考え方が打ち1冊され，

その方針を受けて長野

営林局では昭和27年

(1952）4月に「ヒノキ

長伐期大材林経営方針

協議会」が開催されて，

その地域と施業が検討

された。ちなみに，大

材林設定の理由として

次の3項目が柱として

述べられている。

(1)国民の経済的見地

：木曽谷国有林におけ

る一般経済林としての

ヒノキの生産材は、お

表･2御造営用材の原木数量表

産前電 23 4 5 6 7 8 9 1011 12 13 計

墨''2↑
54 143 27 272 12 399

(2)
22～28

ハデ

00 21 3.522
(302）

115

(59）
811
(127）
０
①
駒
⑫
1.633
(94）
劃
の
２
⑫
57 2 、

川
副
一
〃

30～38

ｊ
ｊ

８
８
８
髄

調
側
５
３

く
く

1.222
(1,伽）

1.120

(387）
1,925
(561）

９
の
３
９
６
く
２
Ｊ
５
７
１
．
341
(49）
７
Ｊ
２
⑲ ｊ

３
値く
10 5.838

(2,276）
40～48

27
(17）

19
(2)

178
(1.107）
125
(1,147）
797
(2550）
101
(576）

62

(145）

120

(128）

4 2 1,493
(6,028）

50～58

3
(3)

1
(19） ｊ
岨
叩く
10
(325）

21
(1.276）

51
(297）

50
(93） Ｊ
２
的
７
３く
16

(32）

25 292
(2.479）

60～68
(10） (5)

3
(4)

17
(28）

29
(115）

9

(21）

1

(13）
119
(340）

29

(13）

4

(49）
5

(53）

11

(38） う
５
４く
6

(2)
70～78

2

(5)

6
(25） Ｊ
３
２く

32
(119）

5

(14） ｊ
９
６く

4
(9)

3

(34）
80～88

(15）(9)

ｊ
２
８く
2

(30）

1
(4)

2
(7)

7
(120）

90～98
(18）(4) (5) (38） (6)

100～108
(5) (8)(3)

110～118
(6) (3)(2) (1) (1) (2) (6) (21）

33
120～128

130～142
(3) (2) (5)

104 11,705計 588 2.3991,9424,5241,051 335 654 55 30 18 5

注）無カッコは川材数戯，カッコは原木数量。直怪は川材は未傑．並木は胸IMil'(径

れらを総合して術林の法碓状態における成長鼓は，中

席木aと同じとするのが適当と認めた。これによっ

て，倉川吉雌4)は最終胸問直径142cmを目的とするヒ

ノキ大材の成長ﾅ1tを，表･1のとおり推定した。

(2)御造営用材の原木数量表l):表・2のとおりである。

(3)御造営用材重要大径材の規格"》(造材寸法）：表・3

のとおりである。

参考澄料の表・1～3は，本稿に続く次回の5月号と

関係のあることをあらかじめお断りしておく。

Ⅳ神宮備林設置制度に代わる文化財としての大材林

経営の台頭

1-2に述べたように，林政統一によって御料林は倒

有林と統合した。その後は，宗教に対して国家が特別

の保謹を加えることを禁じられ，御料林時代に実施の

域に達した神宮術林に対する諸制度は廃止された。

しかし，01勢iIII禅の式年避寓に当たって国の経賀を

支出することは鱗l1.されたが，神宮そのものの造営が

禁止されたわけではなく，その後は現在行われている

ように，｜剥民の協賛のもとに国有林がその用材を供給

よそ胸間IIM径35cⅢ前後のものと考えているが,今後は

大材の滞要が予想されるので「ヒノキ長伐期大材林」

の設縦がぜひ必要である。

(2)公共的見地：ヒノキ大材の需要は伊勢神宮に限っ

たことではなく，歴史的意義をもつ他の神社・仏閣そ

の他公共の建築物で文化財を維持保存していくために

は，やはり大材林の設定が必要である。

(3)木曽ヒノキの大材は極めて優れた性質をもってお

り，その成長経過を見ると，他の林木と異なり100年

を経過しても成長は衰えることなく持続する特性をも

っているので，木材生産の作業級として合理的に経営

し，学術の研究対象として維持していくことは意義の

あることである。

しかしながら，前記昭和27年（1952）のrヒノキ長

伐期大材継鴬方針」はその後，施業区域や作業法がし

ばしば変班されている。その内容を詳しく述べるには

多くの紙数を要するので，若干の事例を次に摘録する。

例えば，昭和29年(1954)の｢木曽谷国有林経営方針」

の策定にあたっては「大材林特殊小面積作業級」とし

陣堆技術N(j.6371995.4
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表･3御造営用材重要大径材の規格'3）（造材寸法） としてr長伐期施業」を採用した｡さら

に,同41年(1966)には「ヒノキ大材保

存林」の名称のもとに，油木沢・瀬戸

川・欝香沢・赤沢・北沢・天王洞・南

木曽･妻龍の各団地の3,682haが設定

され，単木択伐によって文化財等の特

注材に限って供給することとした。

上述のように，国家の長期にわたる

文化財に関する体系がしばしば名称，

施業,lX域の変更の行われたことは，

いかがなものであろうか。

なお，現在新たな検討が行われ「第

一次施業管理計画」の策定が進められ

ている。そもそも，昭和61年（1986）

に林政審議会6)が｢林政の基本方向」を

提言して以来，各般の新たな施策が展

開されて同62年（1987）7月に「森林

内訳

員
数

長さ
4m
以下

未径
70dn
以上

所要名称 未径
c、

垂
、
品格

四方明 ほか

正殿御扉板

正殿相殿床板
正殿棟持柱

正殿棟持柱

殿御船代蓋身
鰻殿御扉板

殿議慶

殿賓蜜

殿御船代身
殿御船代蓋

第一鳥居笠木

正殿障泥板

正殿障泥板

東西宝殿縁板
第二鳥居笠木

正殿障泥板

外玉南門扉板

雑宮端垣門扉板
第一，二鳥居笠木

呈碧TE殿

三豊正殿

皇正殿

豊正殿

豊正殿

豊御鰻殿

豊正殿

豊正殿
皇正殿

=1.F殿

皇第一

豊正殿
豊正殿

豊東西

皇第二

皇正殿
皇外玉

伊雑宮

豊第一

122

122

76

76

96

90

88

88

84

84

84

84

84

84

84

84

84

82

82

3．00

3．00

1100

1100

280

4．00

720

460

2．80

280
10.40

8.80

7．20

3.00

9．80

8．20

3．60

2．60
1020

四万明
〃

〃

〃

〃

〃

並
〃

四方明
〃

三方小節
並
〃

四方明

三方上小節

並

四方明
〃

三方上小節

４
１
４
１
内
と
、
と
、
と
４
０
４
１
４
１
４
１
４
１
４
１
〃
Ｉ
４
ｌ
４
ｌ
４
ｌ
内
慮
、
患
ｊ
ｌ
ｎ
ｆ

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
Ｏ
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
Ｃ
Ｃ
○
○
○

○
○

○
○

○

○
○

25111115110

皇は皇大神宮，畷は幾受火iIII宮。予鯆材は含まれていない。 資源に関する基本計画」が改訂された。

四〃Iﾘjは無節材。これらに基づき国有林野事業は管理経

繍燃羅巌雛蹄蝋蕊撫蝋灘蝋鰯胤営の指針として,その経営成果を明確
がある。 にするため4タイプに類型化した（国
棟|榊i§は長さ11mの無節材を育成しなければならない。

土保全林，自然維持林，森林空間利用

｢旧ヒノキ大材保存林｣のうち，「機能別区分」と「文化林，木材生産林)。ただし，多面的な機能が重複して
財等ヒノキ択伐林」との関係

いる森林については重点的に発揮させるものとして

備考(1)

（2）

（3）

（4）

表･4

団地名|震鮮 おり,水源かん養機能は,すべての森林において確保

すべきものと位置づけている。

これらを勘案して前述の「第一次施業管理計画」

では，従来の「ヒノキ大材保存林」との関連を表･4

のように示している。

以上に関しては，従来の歴史を尊重し広く英智を

結集して将来に備えられることを念願するものであ

る。（次号に続く）

（日本林業技術協会顧問）

【参考文献I

（次号との関連から飛び番となっています）

l)帝室林野局五-I-年史(1939)

2）神宮司庁(1990）神宮便覧

3）菅原聡(1993）木曽ヒノキ天然林の形成過程につ

いての文化的考察，有木純善編著所収,26-36p.
4）倉田吉雄(193'l)神宮備林ノ法正状態二関スル研

究，林野会

5）坂｢1勝美･浅111節夫(1991)桧と人生,85p,,明玄
苫房

営赫署 機能別 ％

福島 油木沢’5220 森林空間利用林 1-4

エ
ユー 瀬戸ﾉ11 1.362.75 (木材生産林）

文化財等ヒノキ択伐林

、田子

〉宅 372＊

上松 爵香沢

赤沢

27.00

723.61

文化財等ヒノキ択伐林

自然維持林

森林空間利用林

0．7＊

197

野尻 北沢

天王洞

60649

14547

(木材生産林）

文化財等ヒノキ択伐林
国土保全林

166＊

4．0

南木曽 南木曽 国土保全林

自然維持林

森林空間利用林
国土保全林

46672

127

7．6妻籠 279.83

合計 3664.07 ’999
＊印計54.5％

注）現11寺点で長野営林肺と+.l.ち合わせ中のものがあり.求定脳であ
ることをお|斬りしておく。

て適用団地の一部に削除と増加変更が行われた。また，普房
6）林野庁企mi課監修(1990)林政審議会｢l'間報告,日

同33年(1958）には従来の作業級を廃止して施業団を
本林業調在会,138-150p

設けることに国有林野経営が改正された。このときに13）第五次検訂経営案(1986）奈良英二･木村政生･間
適用側地の一部を変更するとともに｢特殊択伐用材林」 橋茂男ほか
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メインの森

昨年9月半ば，米陛|メイン

(Maine)州に旅行する機会に恵ま

れた。同州の中心都市，人口約3

万人のバンゴア(Ba'1gol･)市に,わ

ずか4日程度の滞在であったが，

ホテルの主人が狩猟家であり,“メ

インの森”の地理に明るいことか

ら，ほんの短時間であったが，米

国東北部の森を観察できた。

滞在したバンゴアTIjは，大西洋

に注ぐペネブスコット川に面した

製材・パルプなどの森林業が朧ん

なところで,NASAのスペースシ

ャ|､ルが緊急着陸できるほどの長

大な滑走路を持つ|:'il際空港もあり，

米国においては戦略的に噸要な都

市といわれている。

また，メイン州といえば，グル

メの間で人気の商いロブスターの

産地として，あるいはアウトドア

スポーツファンであれば，周知の

メーカーの本社のある州として知

られている。最近ではトッププラ

ンドのその製品が，通信販売によ

り個人輸入できることから,I1本

林業技術No.6371995.JI

くどうじゆいち

工藤樹一

では非常に人気が高くなった。

しかし，実はこれ以外に，メイ

ン州は林業関係者に深い関係を持

ち始めたようだ。というのも，最

近，同州の素材到筵業者が盛んに

アプローチをしているという話を

巷間に聞くからである。同州から

日本にどのような形状であれ輸出

するにしても，大陸横断鉄道もし

くはパナマ運河経由でも遠大な距

離になることから，そのコスト等

が興味深い。

そのメイン州は,｢パインツリー

ステイト（マツの木州)」の別名を

持つ森の国。紺地の州旗中央には，

米国東北部から五大湖地方にかけ

て分布する「ホワイトパイン」

(Pinusstrobus)がデザインされ

ている。そのパインやブナなどの

広葉樹を見るため，同州の中核都

市バンゴア市から車で国道2号線

を北へ約1時間のホプキンス湖畔

へ出かけた。ただ，メイン州はア

メリカにおいて屈指の製紙産業が

襟んな地域のため，森林はかなり

人為作用を受けていた。また，州

の大半の土地は米国巨大パルプ会

社の所有地であるという。

さて，州旗の意匠に用いられた

ホワイトパインは，州木に指定さ

れ，わが陸Iではrス|､ローブマツ」

の名前で知られる“五葉の松”で

ある。二葉であるクロマツ・アカ

マツと違って，針状の葉が一束5

本で樹高が30mを超す堂々とし

た喬木になる。実は，ストローブ

マツを見たのは，朧地を別にして

これが初めてではなかった。私の

勤務する弘前市の頚務所から，国

道7号線を車で小1時IIWの距離の

秋田県境手前の碇ヶ関村に小集付1

を昨春発見したからであった。調

べたところ，昭和の初期に，今は

廃止された当時の営林署が植栽し

たものであった。国道沿いにあり

ながら，ドイツ|､ウヒ・カイガンシ

ョウなどと旺磯な生育をしていた。

バンゴア市を出てから，フォー

ドの大型4輪駆動噸は快適に北上

する。その傘型で特徴的な枝ぶり

のホワイトパインの巨木は，主と

して国道2号線沿いに見られたが，

孤立木が多く群落としてのまとま

りは小さいものであった。なかに

1カ所だけ，ゴルフ場のような広

大な土地に，数本以上の集団で見

られた場所があったが，そこは私

有地であるとホテルのオーナーか

ら聞いて，しばしうらやましい|服

りであった。

このように巨木が林立している

柑観は，私の限られた行動範囲で

は得られなかったが，これは内陸

部の一部地域を別として，マツの

自然林が，アメリカ開拓時代から

建築用材および艦船のマスト用材

に伐採されてきたため，大木は少

ないように思われた｡一方,次代を



担う幼齢木は，マツ類の生態的鹸

適域である日当たりの良い川岸や

斜面など，他の樹木が不得手とす

る乾燥気味な場所に生育していた。

これらのホワイトパインと一緒

に見られたのは，カバの仲間であ

るrペイパーバーチ」(Betula

papyl･ifel･a)と「イエローバーチ」

(Betulaalleghaniensis)であっ

た。前者は日本のシラカバにそっ

くりであり，後者は，シラカバよ

り標高の高い場所に出現するダケ

カンバに似ていた。

なお，先住民であるインディア

ンは，降雨の中でも燃えるイエロ

ーバーチの樹皮を着火用に使って

いたことを，帰途立ち寄ったニュ

ーヨーク市の「アメリカ自然史博

物館」の展示と資料で知ったが．

これは津軽のマタギの知恵と同じ

であり，“森の民，'の等しいライフ

スタイルを見たような気がした。

「アメリカブナ」(Fagusg'･an-

difolia)は，ブラウントラウト(マ

ス）の絶好のポイントが続くホプ

キンス湖周辺で観察できた。現在，

世界のブナ属は10種ほど知られ

ているようであるが，日本のブナ

国道沿いのストローブマツ

はご承知のように，月平均気温10

度以上の月が4～6カ月続く地域

に発達する。

これに対し，当地の年平均気温

は華氏44度であるので,青森地方

よりは低温地域に兄られるブナ林

ということになる。ただ，確認で

きたアメリカブナの胸間直径は

30cm以下であり，‐k地本来のブ

ナ原生林が，人為を含めた何らか

の作用で壊された結果出現したも

のに見受けられた。いわゆる二次

林である。また，幹は11本のブナ

と異なり，滑らかでなくラフであ

り，むしろシナノキの肌に近い印

象であった。これらのブナの樹斡

上には，種名は不明だったが，着

生コケ類が散見された。葉の形は，

縦にやや細長い特徴があったほか

は，大きさも青森県内で見られる

ものとほぼ|司じであった。このブ

ナ林の中噌には，葉の切れ込みが

深く，印象的な形状のため，よく

パンフレットなどにデザイン化し

て用いられる「ノーザンレッドオ

ーク｣(Que1℃usrubra)f',本邦産

のイタヤカエデに，さらに鋸歯を

加えたように見える「サトウカエ

ブナ林(樹幹が粗い）

}］

翁鴬の臓塲

デ」(Acel･saccharum)が麗富に

見られた（サトウカエデのシロッ

プは小瓶に詰められ，土産品とし

てダウンタウンでよく見かけた)。

ブナ林を歩いていて一つ奇妙な

ことに気がついた。それは，この

辺りのブナの枝に葉がなく，まる

で初冬の風情だったことである。

落葉にはむろん早すぎる。林床を

調べてみた結果，鱗翅I1(ガ類）

の幼虫に食害されたものとわかっ

た。この例は，昨夏，ミチノクコ

ザクラなどの特産極やイヌワシの

生息で知られる,津軽の秀峰･岩木

|｣Iの，八合卜lまで建設されている

"岩木スカイライン"下方域で発生

した「ブナアオシャチホコ」によ

るブナ食害現象と酷似していた。

ホプキンス湖まで足を延ばさな

かったら確認できなかったかもし

れないアメリカブナの森での現象。

洋の東西を問わず，「食うもの」

と『食われるもの」とのブナ林に

おける食物連鎖のドラマをかいま

見た森の小旅行であった。

億噸噸驍覇熱蔑I

アメリカブナの葉(本邦産より葉が
長い）

林業技術No.6371995.4
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催し，これを受けて森林局は国有

林の天然林の伐採量を大幅に削減

する森林計画を作成，これをシア

トル地裁に提出して販売一時中止

命令の解除を求めた。その後販売

一時中止命令は解除されたが，こ

うした流れの中で，この地域の国

有林の収穫鼓は以前に比べ1/3の

水準まで減少した。

当初は数櫛にすぎなかった保謹

対象生物の数も著しく増加してい

る。鍛近ではウミスズメが「絶滅

のおそれのある種」に指定され，

生息地にあたる沿岸北部の森林の

保謹問題が顕在化するなど，天然

林の伐採を巡る状況は一段と悪化

している。国有林の二次林は資源

が充実眼|Iだが，伐採齢が100年と

定められており伐採までにはかな

り時間がかかるので，天然林の伐

採戯の減少を補うことはできない。

環境保護団体は，新しく作成さ

れた森林計画は天然林の伐採を含

んでいることからこれに対して不

満であり，国有林内の天然林の伐

採ゼロを'三|指して戦う姿勢を示し

ている。環境保護に熱心な民主党

に中間選挙で大勝した共和党は，

この森林計画は保護に偏りすぎて

いるとして批判的である。今後の

大統領選挙の行方とも絡んでこの

問題の行方から同が離せない。

こうした伐採量の減少に伴い，

米凶では森林局職員の減少が始ま

っていた。森林局はワシントン

D.C.にある本部事務所,全国9の

営林局，119の営林署と約600の

森林事務所，さらに地方の林産研

究所を含む8の試験場，1の州有

林・私有林事務所で構成されてい

る。森林局本部，営林局署，試験

場などの地方組織で働く職員数は，

自然保護と米国国有林，

カナダB.C.州州有林の動向

なかやま

中山
茎騒
蓉ノロ

日本でil'j費される輸入材の約4

割を供給しているアメリカ北西沿

岸部では，蜘噸なﾘり生動物の生息

する森林の利用と保全を巡り，環

境保謹団体，産業界，行政との間

で対立が続いてきた。米1劃ではマ

ダラフクロウなどの生息する天然

林の伐採規制など，環境重視の森

林政策への転換を進めており，米

国森林局は昨年末，営林局数の削

減を含む「森林局の秤生計画」を

発表した。カナダB.C・州でも，年

間許容伐採城の見直しや野生生物

などを含む森林盗源の包括的保護

を目指す森林施業法の成立など，

環境重視の林業政策へと政策転換

の餓中にあり，規模こそ小さいが，

Bc州森林省の組織再編も計画

されている。

現地では収穫量の減少が続いて

おり，これまで比較的安定してい

た北米からの丸太供給が減少傾向

に転じるなど日本の木材需給にも

影響が出ている。米国の国有林と

カナダB.C州の州有林の調査の

ため昨年12月，アメリカ，カナダ

に出張したので，こうした最近の

動きについて紹介したい。

収穫量の減少とその影響

米国では「絶滅のおそれのある

種」に指定された生物の生息する

森林は，伐採の規制を受ける。マ

ダラフクロウが1990年6月，この

指定を受けたため生息地である北

西部地区の天然林の伐採は大きな

転機を迎えた。隙境保

護団体がマダラフクロ

ウの生息する国有林の

伐採は違法であるとし

て伐採差し止めの提訴

を行い，裁判所が該当

国有林の販売一時中止

命令を出したのだ。環

境保護に熱心なクリン

トン政権は，この事態

の打開に向けて1993

年4月，環境保全と開

発の調和を同指す“森

林会議”をポートラン

ドにおいて，大統領，

関係閣僚参加の下に側

B.C,州
ビ
ク

カナダ国
一●一■一●一
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一
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数年前まで4万数千人だったが，

今回の訪問時には約3万6千人と

職員数の減少が進行している。減

少は，自然退職早期退職や他省

庁への配置換えなどによるものだ

という。

次に伐採燈の減少は，地域の林

産業における雇用の喪失を招き，

地域に深刻な影響を与えている。

また,木材販売収入の25％は地元

交付金として州に交付され，学校

や郡の道路建設等に充てられるが，

伐採量の減少はこの減少をも招い

ているという。

伐採量の急減により雇用の喪失

など深刻な影響を受けた地域社会

の振興を図るため，米国政府は

1990年に法律を制定し，国有林に

依存している市町村や各種団体を

対象に経済支援を開始した。1993

年の国の予算はI=|本円にして約

30億円程度である。国の助成率は

1/10程度だが，担当者の説明で

は，事業実施側の主体性を尊重し

ていくということだ。国費，州の

予算と民間資金により木材の高度

加工のための加工工場の建設や地

域の文化歴史，レク資源の活用な

どの事業が始められている。営林

局ではこうした指導を強化してお

り，結果として伐採量の減少によ

って余剰となった国有林職員の相

当数が指導部門へ異動している。

この分野で働く森林局全体の職員

は最近まで120人しかいなかった

が，現在2千人規模まで増加して

いるという。

最近の米国国有林の収支は，支

出超過が続いており，1992年度で

みても収入1390億円に対し,支出

2830億円で1440億円の支出超過

である。販売収入は，一般会計に

|:'1当するNFF(Nati()nalFol･est

Fundaccounl)とKVファンド

と呼ばれる基金などの歳入に分配

される。支出経費には,KVファ

ンドなどの基金と一般会計からの

資金が充てられている。

トーマス長官｢森林局の再生計画」

を発表

今回の米|刺訪問では「森林局の

再生計画」の発表にぶつかってし

まった。私たちが米国に着いた翌

日の12月8日.森林局に行くと担

当者が「今tlはトーマス長官から

全職員に郷編計画の発表がある。

打ち合わせ｢1程を変更したい」と

いうのだ。しかもその場への同勝

を勧められた。あまりのことに鯖

きながらもその申し州を受けるこ

とにした。この会議の開催は，2

日前に決まったらしい。職員向け

の会合にいきなり外国からの来訪

者を参加させる森林局の対応には

驚いたが，こうしたやり〃がアメ

リカ的なのかと感じた。

時間がきたので打ち合わせを中

断して，会場のホロコースト・ミ

ュージアムに行った。内部の大会

議室はすり鉢のようなつくりにな

っていて，すり鉢の底の部分にス

テージがあり，それを囲むように

扇状に座席が並んでいる。全職員

が席に清くと，ノーネクタイで現

場服らしい服装のよく似合う，ト

ーマス長官が舞台に上がり静かに

語り始めた。会場の空気はビーン

と張り詰めていたが，静かでよど

みのない長官の話しぶりは，会場

の雰囲気を和らげるに十分なもの

であった。森林局の再編について

ひととおり語り終えたあと,ll1火

事消火の際の体験談を引き合いに

33

会風の広蟻

||Iして，米|r|森林局の社会的評lilli

の高さについてユーモアを交えて

話したが．これは会場を大いに沸

かせた。話を終えた長官は，数名

の職員から質問を受けこれにも丁

寧に答えた。トーマス長官はクリ

ントン政椛からの指名により長官

に就任して，ようやく1年経過し

たばかりだ。政権からの指名者，

つまりポリティカル・アポインテ

ィとして森林局の長官が任命され

たのは同長官が初めてだという。

それまでは科学群として試験場に

勤務されていた方らしい。

再び森林局の会議室に戻ると，

組織再編の内容を詳しく詳いた

「リインペンション．オブ．フォレ

スト・サービス」という，全ペー

ジが緑のインクで印刷された印刷

物を渡された。この“リインペン

ション”には，稗び創作すること，

という意味があるので,"森林局を

再び新しい理念の下に生まれ変わ

らせたい”という強い希望が込め

られた言葉ではないかと理解した。

ここでは，“森林局の再生計画，，と

訳しておきたい。

この計画の内容だが，森林局本

部の6局を5局に郷編するほか，

営林局，研究所と州・私有林事務

所で椛成される地方機関を7営林

局に再編し，併せて営林署や森林

繋務所も減らすという大幅なもの

だ。森林局の使命を「生態系の維

持に努め，環境の保全を通じ，よ

りよい公共へのサービスに努め

る」などと規定し，環境重視の姿

勢を強調している。また，再編を

進めるにあたって「其の改善は組

織の11』から始まる｣｢|到民の信頼の

確保が大切であり，成功に導くた

めには国民の声をよく聞くことが

仲堆技術N●6371995．4
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大切である」として，組織内部か

らの改善と国民の意見に耳を傾け

ることの重要性を述べている。さ

らに営林局の再配置にあたっては，

できるだけ自然生態の境界に一致

させるほか，「関係磯関,地方自治

体との連携｣｢国有林と地域との窓

口機能の確保」に配慮していくと

している。移行戦略として，「全職

員に森林局の目的と期待すべき成

果が何かを理解させる｣｢全職員が

部外者への対応指針を持つ｣｢再訓

練，退職，配転などによって職員

に対する影響を最小限にする」こ

との重要性を強調している。

唐突に見えた森林局の再編計画

の発表だが，今後の収穫量の著し

い減少が要因の1つになっている

ことは明らかだ。昨年6月には森

林局の組織機構見直しチームによ

る中間報告が出されており，米国

森林局の組織の大幅な見直しの発

表が予想されていた。また，かな

り以前から行財政改革の必要性が

唱えられ各省庁の組織機構のあり

方が検討されてきていたし，他省

庁に先駆けて農務省の機構改革案

が議会を通過していたという事情

もある。

なお，この計画には具体的な期

限は明示されていない。計画の発

表を受けて営林局の削減の影響を

受ける地域例えば削減の対象と

なっているアラスカ営林局の地元

では，すでに再生計画に対する議

員の批判が高まっているという報

道もある。今後の推移については，

米国議会の動きなどを含め十分見

守る必要がある。

販売コストの増加と原木価格の上昇

営林局の実態を見るためにボー

林業技術No.6371995.4

トランド市Iﾉjにある北四部営林局

(第6局)を訪ねた。第6局はワシ

ントン州，オレゴン州に広がるカ

スケード山脈一帯のI到有林を管維

しており,管内には19の営林署が

ある。これまでII本に輸出される

良質の米マツ，米ツガなどの供給

に中心的な役割を果たしており，

今世lの伐採規制により最も大きな

打撃を受けた営林局の1つだ。

第6局全体の職員数は，1989年

には約7,700人だったが,1994年

時点では約6,200人となっている。

本局の職員数も減少が始まってお

り，1989年度には約800人であっ

たが,1994年度には約400人とな

っている。職員の減少は営林署段

階でも進行中だ。シアトル郊外の

マウンI、．ベーカー・スノーコル

ミ営林署は，第6局管内にある営

林署であり，カスケード山脈西部

をカナダ国境にかけて広がる国有

林を管理している。ピーク時600

人ほどの職員が配置されていたが，

訪問時の職員数は245人というこ

とだった。

日本の木材生産林に相当する米

国の経済林は，国有林7700万ha

のうち約2000万haだ。日本の場

合と異なり木材の販売はすべて立

木販売で行われており，契約方法

は99％が公売である｡最近は澱境

評価に手間をかけており，木材販

売経費が増大している。収砿予定

林分については，土壌，野生勤柚

物，水文・考古学等の専門家チー

ムによる環境評111iが行われ,1,

2年かけて伐採計画が立てられる。

伐採計画ができたら，法律に基づ

いて公告後45tl1剛は伐採に対す

る一般からの意見を受けることが

義務づけされている。個別の意見

に対し森林周は価|答を行い関係新

の理解を求めるが，岐近は意見の

件数が急噸しているため1簡所当

たりの処理時間も長期化している

という。このため収權調査を含め

た木材販売にかかる継徴は急上昇

しており，1990年には1nf当たり

1,400円であったものが51994年

には2,000円かかるようになった

という。

一方，産地の木材hili緒は上昇を

続けている。第6局管Iﾉjの国有林

から販売される製材用の平均立木

III1格は,1993年にはlnf当たり90

ドルと10年前の4傭以'二に達し

た。シアトル港からの丸太の全樹

種平均の輸MI価格もこれにほぼ連

動しており,1993年でlnf当たり

210ドルと10年前の約3倍に上

昇した。これまで口本にとっては

この間の大幅な111商の進行により

現地の価格上昇は相殺され,{llli格

の安い米材の供給が続いてきたが，

最近は北米からの丸太供給が減少

傾向に転じるなど|-1本の木材需給

にも影響が出始めている。

カナダBC州でも政策転換が進行

B.C.州でも環境重視の林業政

策へと政策転換が進められている。

州有林では，一定の保続単位ごと

に5年間に伐採できる伐採並の年

平均値が年間許容伐採城(AAC)

として呼ばれており，伐採1kの'ずl

安とされている。環境保謹連動な
こだ

ど森林政策への批判に応えるため

に設瞬された森林識源委員会のビ

ール委員長は1992年5月,AAC

の大幅削減を勧告した。これまで

のAACの策定作業では，木材以

外の資源や価値，例えば魚や野生

生物の生息環境，生物の多様性，



森林景観やリクリエーション機能

の保全等の視点が欠けていたとい

う。森林資源委員会の勧併を踏ま

え，新しい考え方，手順により，

今年来を期限としてAACの策定

作業が行われているが，結果は下

方に修正される見込みだ。

また,B.C州には，これまで森

林における経済活動を規制する包

括的な法律がなく，州法や各種の

規則など合わせて3千ほどの法令

や規則が重複したり，ときとして

矛盾しながら存在していたという。

環境保全等の要請に応えるために

もこれらの整理が必要とされ，現

在，野生生物などを含む森林資源

の包括的保護を目指す森林施業法

の制定が進められてきている。議

会を通過した法案は昨年秋には施

行される予定だったが，運用規則

等の詰めに時間がかかり施行が遅

れている。いずれ準備が整いしだ

い施行されることになるだろう。

B.C州の木材生産林は,4535

万haである。現実の伐採量はこ

こ10年間増減を繰り返しながら

7000万から9000万㎡弱の水準で

推移してきた。沿岸部の減少を上

1画Iる形で内陸部の伐採量が増加す

ることにより,B､C.州の伐採量が

維持されてきている。しかし，今

後はBC.州の伐採量も減少傾向

に転じ，2020年ごろまでには現状

の2割程度は減少するという見方

がある。

米国北西沿岸部の国有林の伐採

域は地域の伐採量の中で3，4割

にすぎないが,B､C.州の州有林の

場合は圧倒的な比率を占めている。

このため州有林の伐採埜の増減は，

同州経済に大きな比重を占める林

業・木材産業に甚大な影響を与え

る。林業・木材雄業界は，ハーコ

-I,首柵に大きい影稗力を持って

いる。したがってB.C.州は,政策

転換を進めるにあたって可能なか

ぎりの軟着陸を目指さざるを得な

い。

森林省は州都ビクi､リアにあり，

地方には6の営林局と‘13の営林

署，さらに13の現場事務所があ

る。木材販売はすべて立木販売で

行われており，買い受け者側が路

網整備，伐採搬出，植林などの計

画を立て，長期契約に基づいてこ

れらを実行するという仕組みを取

っている。このため，州有林の面

積や毎年の木材販売壁と比較して

みても,B.C.州森林省の職員数は

｣,500人と非常に少ない。

販売契約の約85％が随意契約

で行われているが，鍛近の製品価

格の上昇に合わせて立木販売伽格

の値kげが行われてきており，昨

年5月にも新しい森林再活性化計

画の実施に必要な造林経費の確保

などをねらいとした立木il1li格の改

定が行われた。最近の森林省の州

有林経営の収支は黒字であり，

1993年でみても収入530億円，支

35

会員の広場

1114190億円,篭引40"IIjの黒字を

計上している。

森林省糺職については，1994年

10月に｢森林省の組職再縮計ilii」

を取りまとめている。今年5月1

日をめどに新しい森林施業法の施

行に合わせて森林再生局を新設す

る。そして，本省の組織を簡素化

し200名程度の職員を環境配慮の

ため業務鍬の増える現場に振り向

けるということだ。

このようにB.C・州でも環境亜

視への政策転換が進行しており，

今後伐採並の減少が見込まれるほ

か，州有林の組織や人員の『I蝿潰

が予定されている。

おわりに

多忙な中，親切に対応していた

だいた米国，カナダ両国の政府I腱1

係者に感謝したい。また，林政総

合調査研究所手束理聯長,ltl本木

材情報センター張川専務理事や|司

センターのシアトル事務所出I_1所

R,COFI調務所には多くのご

指導をいただいた。ここに記して

謝意を表したい。

(林野庁業務第一課販売掘進室長）

青年海外協力隊員募集
青年海外協力隊員の平成7ｲ12度春の募集が始まります。

青年海外協力隊員は,llt界の約50力'五lで現地の人々 と共に働きな
がら，開発途上国の新しい国づくりに協力しています。
募集職種は約160種。‐-次．二次選考試験，約8011間の合宿訓|練

を経て得国へ2年間派遣されます。

募集期間は平成7年j1月15I1(土)～5月31日(水)まで。期|制中
に全国各地で募集説明会（無料・予約不要）を開催。協力隊紹介|映
画のほか，協力隊OB･OGの体験談もあります。お気鱸にご参加く

ださい。

お問い合わせ・願書請求は青年海外協力隊事務局まで。

〒150東京都渋谷区広尾4－2－24，丑03(3400)7261

鴬［譲蝋瀞
仲堆技術N().6371995.4
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カ
ツ
オ
は
生
息
に
適
す
る
暖
か
い
海
流
に
の
り
、

餌
を
求
め
て
の
大
遠
征
で
す
が
、
九
月
初
旬
に
北
海

道
南
部
に
達
し
、
そ
の
あ
た
り
で
、
今
度
は
Ｕ
タ
ー

ン
し
、
ま
た
南
の
海
に
戻
っ
て
い
き
ま
す
。

北
上
す
る
の
を
「
上
り
カ
シ
オ
」
と
い
い
、
Ｕ
タ

ー
ン
し
た
も
の
を
「
下
り
カ
シ
オ
」
と
呼
び
ま
す
。

I/七
、、

多く
M

型軍刀

、､三
上
り
カ
ツ
オ
の
ち
ょ
っ
と
木
の
香
り
の
す
る
清
楚
な

味
わ
い
に
対
し
て
、
下
り
カ
ツ
オ
は
脂
肪
が
た
っ
ぷ

り
と
つ
い
て
濃
厚
な
味
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
る

で
、
マ
グ
ロ
に
近
い
味
が
し
ま
す
。

カ
ツ
オ
の
う
ま
味
が
脳
の
老
化
を
防
ぐ

〃

カ
ツ
オ
は
黒
潮

に
の
っ
て
餌
を
求

め
な
が
ら
北
上
し
、

そ
し
て
、
Ｕ
タ
ー

ン
し
て
南
の
海
に

帰
っ
て
い
き
ま
す

が
、
そ
の
全
旅
程

は
、
実
に
二
五
○

○
キ
ロ
に
も
な
り

ま
す
。

全
コ
ー
ス
の
中

で
、
い
か
に
も
カ

ツ
オ
ら
し
い
さ
わ

や
か
な
味
を
提
供

し
て
く
れ
る
海
が
、

虹
戸
の
沖
、
季
節

は
青
葉
の
こ
ろ
な

の
で
す
。
つ
ま
り
、

江
戸
シ
子
は
最
も
美
味
な
カ
ツ
オ
を
食
べ
て
い
た
の

で
す
。

す
い
ぜ

江
戸
万
人
の
垂
誕
の
的
だ
っ
た
初
夏
の
カ
ツ
オ
は
、

刺
し
身
で
食
べ
る
と
、
三
度
う
ま
い
。
ち
ょ
っ
と
厚

め
に
切
り
、
つ
け
汁
は
濃
口
醤
油
。
そ
し
て
、
す
り

お
ろ
し
た
ニ
ン
ニ
ク
を
混
ぜ
ま
す
。
大
き
め
の
皿
に

刺
し
身
を
盛
り
、
ニ
ン
ニ
ク
を
利
か
せ
た
つ
け
汁
を

そ
ろ
え
た
ら
、
そ
の
前
に
あ
ぐ
ら
を
か
き
、
食
べ
ま
す
。

ま
ず
、
口
に
入
れ
た
瞬
間
、
ふ
と
松
の
木
の
に
お

い
が
ス
ッ
と
す
る
は
ず
で
、
こ
れ
が
一
回
目
の
う
ま

か

さ
◎
次
に
噛
ん
で
い
る
と
、
甘
味
が
広
が
り
、
そ
の

後
に
そ
う
快
な
肉
質
の
噛
み
ご
た
え
が
出
て
き
て
『

あ
ら
ゆ
る
感
覚
が
そ
の
う
ま
味
に
集
中
し
ま
す
。
三

回
目
の
う
ま
さ
は
、
飲
み
込
む
と
き
の
快
感
で
、
全

部
で
三
回
。

カ
ツ
オ
は
調
味
料
の
だ
し
に
す
る
く
ら
い
で
す
か

ら
、
ほ
か
の
魚
に
比
べ
て
う
ま
味
成
分
の
グ
ル
タ
ミ

ン
酸
が
多
く
、
こ
の
成
分
は
脳
の
老
化
を
防
ぐ
う
え

で
重
要
で
す
。
し
か
も
、
記
憶
力
を
よ
く
し
た
り
、

血
行
を
よ
く
す
る
成
分
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
ド

コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
も
た
っ
ぷ
り
。
し
か
も
、
骨
を

丈
夫
に
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
疲
れ
を
た
め
な
い
ビ
タ２

ミ
ン
Ｂ
、
肌
か
ら
シ
ワ
を
少
な
く
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
、

貧
血
を
防
ぐ
鉄
分
も
た
っ
ぷ
り
な
の
で
す
。

休業技術N(>､6371995.4
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山
と
海
の
恵
み

日
本
人
の
食
生
活
は
、
季
節
の
う
え
で
成
り
立
ち
、

旬
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
で
し
た
。
最
近
の

自
然
食
ブ
ー
ム
も
、
考
え
て
み
れ
ば
、
日
本
人
の
旬

の
再
発
見
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

便
利
で
日
持
ち
の
す
る
加
工
食
品
を
何
の
疑
問
も

感
じ
ず
に
、
た
く
さ
ん
取
り
続
け
て
き
て
、
ハ
ツ
と

気
付
い
て
み
れ
ば
花
粉
症
と
か
ア
レ
ル
ギ
ー
・
成
人

病
な
ど
、
旬
が
当
た
り
前
だ
っ
た
時
代
に
は
考
え
ら

れ
な
い
病
気
が
増
え
、
文
明
化
の
落
と
し
穴
の
恐
ろ

り
つ
ぜ
ん

し
さ
に
、
懐
然
と
し
て
い
る
の
が
現
代
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

雪
解
け
に
な
る
と
フ
キ
ノ
ト
ウ
が
芽
を
出
し
、
サ

ク
ラ
が
咲
け
ば
タ
イ
が
う
ま
く
な
り
、
若
葉
の
こ
ろ

は
カ
ツ
オ
で
あ
り
、
夏
は
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
熱

で
ウ
リ
が
甘
く
な
り
、
秋
が
深
ま
る
と
サ
ケ
が
川
に

鋼
鎚
製
鎚
雛
溌
溌
溌
駿
駿
謡
綴
離
職
溌
綴
塞
蝋
溌
駿
駿
鯛
溌
醗
畿
駿
譲

灘
鋪
溌
懲
議
蕊
瀧
鍵
蕊
郷
灘
蕊
難
灘

洲
鋤
鍬
繍
綱
織
繊
織
繍
繍
聯
職
搬
織
聯
聯
臓
郷
蝋
織
聯
鵬
縦
職
織
蝋
総

猟
柵
郷
繊
細
撚
撚
職
職
職
縦
織
職
郷
撚
織
州
織
繩
郷
縦
聯
峡
聯
織
鰄
職

磯
韓
溌
錨
鵜
溌
識
溌
溌
溌
溌
識
溌
溌
鵜
鞠
畿
鶇
畿
毅
蕊
霊
螺
謹
頚
漣
纐

御
〕
』
心
罵
峨
贋
〈
隅
隅
鰯
腰
峰
叫
ぱ
い
別
院
喧
騒
、
僅
巡
崎
陵
凹
膨
除
阿
腱
い
脚
侭
胎
哩
い
ぃ
い
ぃ
膵
臓
脾
臆
降
い
し
艫
脾
膿
ａ
又
ａ
ｘ
ａ
ｘ
ａ
司
織
更
《
禽
ェ
８
Ｋ
勧
叉
６
頁
《

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１

盛
り
上
が
る
よ
う
に
し
て
の
ぼ
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
自
然
の
サ
イ
ク
ル
の
中
か
ら
、
日
本
人
特
有

の
「
旬
」
と
い
う
、
食
に
対
す
る
感
性
が
生
ま
れ
、

和
食
文
化
の
基
層
を
形
成
し
ま
し
た
。

日
本
は
島
国
で
あ
り
、
四
面
環
海
の
国
な
の
で
す
。

陸
地
も
平
地
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
七
○
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
が
山
な
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
自
然
か
ら

食
糧
を
得
よ
う
と
す
る
と
、
海
に
向
か
う
か
、
山
に

行
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
海
と
山
か
ら
の
恵
み
が
、
世
界
に
ま
れ
な
ほ

ど
豊
か
で
、
新
鮮
な
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
す
。

し
か
も
自
然
の
恵
み
は
、
春
夏
秋
冬
と
季
節
に
よ
っ

て
変
化
し
、
次
々
と
食
卓
の
上
に
の
ぼ
っ
て
き
ま
す
。

日
本
人
が
、
ど
こ
の
国
の
人
よ
り
も
、
旬
の
味
を
好

む
の
は
、
季
節
が
育
成
し
て
く
れ
た
こ
と
を
熟
知
し

て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

黒
潮
の
味
が
す
る
初
ガ
ッ
オ

目
に
は
青
葉
山
ほ
と
と
ぎ
す
初
鰹

有
名
な
山
口
素
堂
の
作
品
で
、
江
戸
シ
子
に
と
っ

て
は
、
初
夏
の
カ
ツ
オ
は
万
金
を
は
た
い
て
も
口
に

入
れ
た
い
、
待
ち
に
待
っ
た
初
も
の
で
し
た
。

カ
ツ
オ
の
産
卵
場
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
か
ら
赤
道
に

か
け
て
で
、
二
年
目
に
な
る
と
大
群
を
組
ん
で
北
上

を
開
始
し
ま
す
。
カ
ツ
オ
の
好
む
水
温
は
摂
氏
二
○

度
か
ら
二
五
～
六
度
で
、
こ
れ
は
黒
潮
の
温
度
と
ほ

ぼ
同
じ
。

黒
潮
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
台
湾
、
南
西
諸
島
、
九

州
、
四
国
と
日
本
列
島
の
太
平
洋
側
の
沖
を
通
っ
て

北
上
し
ま
す
が
、
カ
ツ
オ
は
こ
の
黒
潮
に
の
っ
て
日

本
に
近
づ
き
ま
す
。

土
佐
あ
た
り
を
通
る
三
月
ご
ろ
は
、
ま
だ
脂
が
足

り
な
い
状
態
で
、
あ
ま
り
太
っ
て
い
ま
せ
ん
。
カ
ツ

オ
節
は
土
佐
な
ど
四
国
や
九
州
で
獲
れ
た
も
の
が
よ

い
と
い
わ
れ
る
の
は
、
脂
肪
の
の
り
も
ほ
と
ん
ど
な

い
た
め
で
す
。

五
月
に
近
づ
く
こ
ろ
に
な
っ
て
、
関
東
近
海
で
も

獲
れ
は
し
ま
す
が
、
脂
肪
の
つ
き
も
少
し
ず
つ
増
え
、

三
キ
ロ
く
ら
い
に
太
っ
た
カ
ツ
オ
に
成
長
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
刺
し
身
に
し
て
美
味
な
、
江
戸
シ
子
が

狂
喜
し
た
初
ガ
ッ
オ
に
な
り
ま
す
。

休業技術No.6371995．4
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こ
う
い
う
状
況
の
た
め
、
公
園
を
訪
れ
る
観
光
客
も

ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
山
道
が
舗
装
さ
れ

た
後
、
来
園
者
は
ぐ
ん
ぐ
ん
増
え
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
園
内
の
設
備
も
急
ピ
ッ
チ
で
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

私
が
着
任
し
た
と
き
に
は
、
園
内
で
は
夜
間
だ
け

だ
が
、
自
家
発
電
機
で
来
園
者
の
た
め
の
宿
泊
施
設

や
職
員
住
宅
に
電
気
が
送
ら
れ
、
水
も
、
山
の
清
流

か
ら
簡
易
水
道
で
引
か
れ
て
い
た
。
冷
蔵
庫
が
日
中

機
能
し
な
い
た
め
、
当
初
は
食
物
の
保
存
に
困
っ
た

が
、
肉
や
魚
は
夜
間
強
力
に
冷
凍
す
れ
ば
一
週
間
く

ら
い
も
つ
こ
と
や
、
腐
り
に
く
い
種
類
の
野
菜
や
果

物
、
缶
詰
や
各
種
乾
物
の
利
用
な
ど
、
少
し
ず
つ
生

活
の
知
恵
が
備
わ
っ
て
い
っ
た
。
細
で
ご
飯
を
炊
い

た
り
、
衣
類
の
手
洗
い
な
ど
、
日
本
で
は
経
験
が
な

か
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
毎

日
の
こ
と
。
初
め
は
と
ま

ど
う
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、

し
だ
い
に
生
活
の
一
つ
一

つ
の
作
業
に
工
夫
を
凝
ら

し
、
楽
し
さ
さ
え
感
ず
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

仕
事
も
生
活
も
山
奥
の

公
園
と
い
う
限
ら
れ
た
場

所
に
い
る
私
に
と
っ
て
、

、
い
極
掴
の
野
菜
や
果
た
ま
に
ラ
ナ
ウ
の
川
へ
闘
い
川
し
に
行
く
こ
と
は
、

岨
な
ど
、
少
し
ず
つ
生
と
て
も
わ
く
わ
く
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ミ
ニ
バ
ス

伶
蝸
で
ご
飯
を
炊
い
の
中
で
村
の
人
た
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
町

日
本
で
は
経
験
が
な
の
市
場
で
も
、
幾
度
か
通
う
う
ち
に
、
「
マ
レ
ー
シ
ア

語
を
話
す
珍
し
い
日
本
人
」
と
し
て
注
目

無線電話で交信中

だ
れ
一
人
文
句
を

言
っ
た
り
し
な
い
。
私
は
、
そ
ん
な
村
人
た
ち
の
姿

に
感
心
し
な
が
ら
、
普
段
は
行
く
機
会
の
な
い
あ
ち

こ
ち
の
村
へ
の
寄
り
道
を
大
い
に
楽
し
ん
だ
。

ポ
ー
リ
ン
で
の
生
活
も
約
半
年
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、

私
は
協
力
隊
事
務
所
か
ら
迩
○
“
の
バ
イ
ク
を
借
り

て
き
た
。
生
活
上
も
、
ま
た
仕
事
上
も
、
も
う
少
し

こ
ま
め
に
町
へ
出
る
必
要
性
を
感
じ
て
の
こ
と
だ
っ

た
。
例
え
ば
、
職
場
に
は
電
話
が
な
く
、
無
線
で
交

信
す
る
の
だ
が
、
つ
な
が
る
ま
で
に
何
時
間
も
か
か

る
う
え
、
ひ
ど
い
雑
音
で
話
し
が
な
か
な
か
伝
わ
ら

な
い
。
大
事
な
急
ぎ
の
用
が
生
じ
た
場
合
は
、
バ
イ

ク
で
電
話
の
あ
る
町
ま
で
出
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、

食
料
品
の
買
い
出
し
も
必
要
な
都
度
で
き
、
以
前
よ

り
も
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活
が
可
能
に
な
る
な

ど
、
自
分
自
身
の
足
を
持
っ
た
お
か
げ
で
、
生
活
全

体
が
改
善
さ
れ
て
い
っ
た
。

さあ出勤／ (自宅と愛jWのバイク）

行
な
ら
三
十
分
ほ

ど
の
道
の
り
も
、

時
に
は
二
時
間
以

上
も
か
か
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
で

も
車
内
で
待
た
さ

れ
る
人
た
ち
は
、

だ
れ
一
人
文
句
を

林業技術N().6371995.4
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火生至急所I副職|;Ⅲ職劇

蝶で国際協掘堀ビ
ロ
仙
脳
タ
テ
ハ

杉本啓謡

》
私
は
、
キ
ナ
バ
ル
国
立
公
園

一
処
一

一
辨
一
ポ
ー
リ
ン
温
泉
地
区
内
の
職
員

一
銅
１
－
住
宅
で
暮
ら
し
て
い
た
。
園
内

一
瞬
健
一
に
は
ほ
か
に
も
職
員
と
そ
の
家

一
吻
仙
一
族
が
住
ん
で
お
り
、
小
さ
な
子

．
卜
２

一
緬
岬
一
供
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
て
い
つ

一
年
棚
一

一
購
詫
一
も
に
ぎ
や
か
。
初
め
は
照
れ
て

一
一
」
《
皿
Ｕ
一

一
い
盆
一
私
を
遠
巻
き
に
し
て
い
た
子
供

一
斗
ノ
９
古

一
卦
圭
一
た
ち
も
、
慣
れ
て
く
る
と
毎
日

一
認
や
一
の
よ
う
に
「
遊
ぼ
う
、
折
紙
教

一
吋
理
一
え
て
」
な
ど
と
集
ま
っ
て
き
て
、

．
，
，
！
“
；
；
私
の
家
は
保
育
園
と
化
す
の
で

あ
っ
た
。

公
園
周
辺
の
村
々
に
は
、
ド
ゥ
ス
ン
族

の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
私

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ
る
カ
ダ
ザ
ン

族
と
実
は
同
じ
民
族
だ
（
地
域
に
よ
り
呼

び
名
が
異
な
り
、
言
葉
も
多
少
違
う
）
。
や

は
り
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
多
く
、
大
半
の
家

が
米
や
野
菜
を
中
心
と
し
た
農
業
で
生
活

し
て
い
る
が
、
公
園
で
作
業
員
や
ア
ル
バ

イ
ト
と
し
て
働
く
者
も
か
な
り
い
た
。
公

園
の
職
員
も
ほ
と
ん
ど
が
ド
ゥ
ス
ン
族
の

出
身
。
カ
ダ
ザ
ン
族
の
村
で
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
て
き
た
私
に
と
っ

て
は
、
ポ
ー
リ
ン
の
人
々

は
と
て
も
親
し
み
や
す
く
、

す
ん
な
り
と
な
じ
む
こ
と

が
で
き
た
。

ポ
ー
リ
ン
に
は
電
気
や

水
道
が
な
く
、
夜
は
ろ
う

そ
く
の
生
活
。
川
で
水
浴

や
洗
濯
を
し
、
雨
水
を
た

め
て
飲
料
水
に
し
て
い
る
。

商
店
も
な
く
、
食
料
や
日

用
品
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

等
々
の
物
資
の
調
達
や
、

病
院
・
役
場
・
警
察
・
銀

評
行
・
郵
便
局
・
電
話
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

に
等
々
の
施
設
を
利
用
す
る
に
も
二
十
キ
ロ
以
上

蕊
離
れ
た
ラ
ナ
ウ
と
い
う
町
ま
で
出
な
く
て
は

にび
な
ら
な
か
っ
た
。
交
通
手
段
は
日
に
一
～
二

極
便
運
行
さ
れ
る
村
の
ミ
ニ
バ
ス
で
あ
る
が
、

ち鮠
発
着
時
刻
は
不
定
、
運
転
手
の
都
合
に
よ
り

＃好
突
然
運
休
と
い
う
こ
と
も
よ
く
あ
っ
た
。

”
宅
私
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
す
る
に

９
翫
目
Ｈ

日
な
あ
た
り
、
そ
う
い
う
不
便
な
暮
ら
し
は
当
然

休
か

覚
悟
し
て
い
た
の
で
、
さ
ほ
ど
驚
か
な
か
っ

た
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
地
元
の
人
々
が
口
々
に
「
本

当
に
便
利
に
な
っ
た
」
「
生
活
し
や
す
く
な
っ
た
」
と

喜
ん
で
い
る
こ
と
の
ほ
う
に
び
っ
く
り
し
た
。
実
は
、

町
ま
で
の
山
道
が
舗
装
さ
れ
た
の
は
私
が
着
任
す
る

半
年
ほ
ど
前
と
の
こ
と
、
そ
れ
以
前
は
デ
コ
ボ
コ
の

ひ
ど
い
林
道
で
、
雨
で
も
降
れ
ば
赤
土
の
土
壌
は
た

ち
ま
ち
ぬ
か
る
み
、
車
を
置
い
て
歩
く
し
か
な
く
、

I碁
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洗濯板，大活躍／（日本から友
人が送ってくれたもの）
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に棄て，海に棄て，水に流し続け

てきた結果，今日の事態を招いて

しまったということ。つまり自然

の浄化力に一方的に依存してきた

が，いまやその浄化力の限度を超

してしまい，自然そのものの衰退

を地球上の至る所で見ることにな

ってしまった。

地球に優しい，という言葉を耳

にするが，これは地球に負担をか

けないこと，言い換えれば美しい

自然を保つことと解する。だとす

れば，いま人間が排出している廃

棄物の処理を自然にゆだねるのを

やめ，人間の自己責任で処理をす

ることであり，さらに，自然の同

復に全力を投ずることであろう。

いままであまりにも無神経に地球

を酷使し続けてきたことに対する

償いを求められているということ

である。

都会に住む多くの人々はスギ花
カタキ

粉を公害と呼んで目の敵視する

が，そのスギ山が人間に浦めつけ

お”’妙な参診｛

｢キジウチ」のお話

げ扇う

のっけから尾繩な話で恐縮する

が，このたびの阪神大渡災で人々

が極めて深刻な体験をしたものの

一つにトイレがあったと聞き及ぶ。

水のllまったトイレには汚物があ

ふれ足の踏み場もない有り様，空

地に穴を掘って急場をしのいだと
はれもの

のことである。俗に，出物腫物所

嫌わず，ということで，山歩きで

キジウチの体験をしたことがある

御仁も多いはず。つまり生きるも

のにとってはどんな事態であって

も排泄という行為から逃れること

ができないわけで，当然のことな

がら人の集まる所には必ずl､イレ

が設侭されている。住居はもちろ

ん，職場も学校も劇場も、駅も列

車も飛行機もである。

この排泄物，人間の活動のさま

ざまな分野にも付いてluIる。IM;

には廃棄物。人間が飽くなく求め

続けてきた豊かさとか便利さとか

の代償として，地球は廃索物であ

ふれ窒息寸前の事態となってしま

った。地上にはゴミの山が築かれ，

天空には化石燃料のガスが充満し，

地下水は化学物質で汚染され，河

川や湖沼にはヘドロが沈む。これ

すべて人間が求め続けた近代産業

や文化生活が排出した廃棄物の成

せる仕業なのである。人は自分口

身の排泄物の処理には用意周到こ

の上ないが，産業活動や生活廃莱

物の処理にはあまり頓満せず，山

一一－

曾繍瞬瀦鰯隠欺頭撚業§
最近の

紙とパルプの動向紙･板紙等の生産量および紙･板紙の原料に占める古紙の割合の推移

紙
・
械
紙
の
原
料
に

占
め
る
占
紙
の
削
合

０
０
０
り
０
０

６
１
ワ
』
０
Ｓ
ｂ

５
５
５
－
勺
４
１

二
一
二
一
一
弓

平成6年のわが国の紙とパルプ

の動向について，通商産業省「生

産動態調査」により見ると，紙・

板紙の生産量は，前年に比べ2．7

％増の2,853万tで，紙が前年比

25％増の1,661万t,板紙が3.1

％増の1,192万tとなった（図)。

紙・板紙の原料となるパルプに

ついて見ると，わが国のパルプの

生藤鐙は,前年並みの1,058万tと
なった。パルプ用原木およびチッ

プの供給伏況を見ると，パルプ期

原木およびチップエ場への入荷蚊

は，原木が前年比5．5％増の139

"nf,チップが1.3%減の3,376

万nfとなった。

内訳は，国産材原木が5．1％塒

の119万㎡，外材原木が7．5％増

111

１
１１
万
伽３ 2･”72.8532.8092．7772．831

2．681
－'

板

’紙1･2021,1721,1561．166 1．192

1.1鴫

一
一

紙

司 詞覇剰頚“‘弓'“，"|,““‘,””!“料Ⅷ『Ⅲ↑」：］，
lQ57

2．500

2．000

1，500

1．000

500

0

､ド戒ﾉffIz23;15I;

撹料：迩棚雌業桝rｲl悲肋態洲査」
注:1)JI4戒6年の数11'iは速報価である。
2）紙･板紙の原料に占める古紙の淵l合＝｜古紙消費澱÷(パルプ消没
fit+古紙W峨椴十その他繊維原料消費最).I(古紙パルプは換算率12
でIIi紙に含む)。

画一面
一一
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冊
１
割
１
棚
Ｍ
ｊ
Ｔ
Ｉ
胡
１
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

られて気息奄奄であっても黙々

と清水をはぐくみ，新鮮な酸素

を供給し続けていることには日

を向けない。森林のさまざまな

働きは廿んじて享受し，そのう

えなお膨大な量の廃棄物の処理

の荷まで負わせていてなお省み

ない，いや少しは気になるのか，

森林は大切，緑は大事との声の

みは多少大きくなった。が，こ

れに実が伴わない。その証拠に

国土のおよそ65％を占める森

林に対する国家予算が，総額の

わずか1/71なのである｡そして

廃棄物というモンスターは，ま

すます肥大化して森に襲いかか

る。極めつけのモンスター，フ

ランスからのんびり船旅を続け

ている核廃棄物は，今後数千年

の時を刻んでも数秒の被ばくで
しうもの

人間はコロリという代物らしい。

森は必死に叫んでいる。人間

が作った廃棄吻は人間の作るト

イレで処理しろ／と。

巳

風倒木被害後40年を経過した造林地の現況（写典提供・苫小牧営林署）
１
１
１I

林 政拾遺抄 ＃
＃
１
１I

防 災森林 鮒ｌ
９
１
ｐ
ｌ
０
０
８
Ｂ
１
ｆ
１
Ｈ
Ｍ
別
Ⅲ
列
Ⅷ
Ｎ
祁
恥
加
部
、
伽
肌
１
８
Ｎ
Ⅲ
肌
間
Ｄ
６
Ｉ
６
４
５
１
監
叩
Ⅲ
Ｗ
０
１
Ｌ
９
卯
Ⅷ
期
Ⅱ

|I

過ll,北海道の苫小牧営林署

を訪れたとき，防災森林の造成

にﾉJを入れている実情を兇た°

1.風に強い防災森林

構内にある榊前山麓は,I1"II

29年の15号台風(洞爺丸台風）

により大被害を被った。雌大瞬

間風速50m以上と推定される

ほどの強風が吹き荒れ,54万nf

弱と見禰もられる風倒木被害を

生じた。被害を受けた森林は明

治以降造成された森林で，エゾ

マツ85，トドマツllと而樹樋

l:i$の際，泥流，土石流となって

流下した。この流~ドをII話め，活

火山土砂啓をどのように防ぐか。

火砕泥流の臓大なエネルギーを

分散し，その勢いを減殺するに

は広い遊砂地が必要であるが，

この土石流の質的転換を図るた

めの防災空間（森林）の造成技

術の開発に蒋心が注がれている

のである。この防災森林は，平

時には火山地特有の美しい景観

を持つ森林として市民の憩いの

場に活用され．あるいは鳥獣保

の20万mi,国産材チップが8.7%

減の1,219万nf,外材チップが

3.4％増の2,157万nfとなった。

古紙については，近年，社会的

気運の高まりもあって森林資源の

有効利用やゴミ問題の解決の観点

から，紙の節約，包装の簡易化，

リサイクル等が推進されており，

わが国の紙・板紙の原料に占める

古紙の割合（古紙利用率）は世界

有数の水準となっている。半1m,

古紙回収コストの増加や円尚の進

行に伴う輸入チップ・パルプの購

入価格の低下等から古紙需要の伸

び悩みが見られる。

こうした中で，平成7年1月に

はわが国の製紙業界は,西暦2000

年度の古紙利用率を56％とする

目標を発表した。平成6年の古

紙利用率は，前年に比べ0.3ポ

イント増加して53．3％となった

(図)。
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で96％をIIjめていた。台風の

後，造林樹糠を変え，平成4ｲf

度末の樹甑別lli有而職率では|、

ドマツ34，エゾマツ32，アカエ

ゾマツ16，カラマツ12,広梁樹

3，ドイツl､ウヒ1，ストローブ

マツ1，その他fI蕊樹1%とな

っている（人二に林而紬3,306

ha)。この森林樅成が,今後の強

い台風にもi肘える強い抵抗力を

示すか群か。試験地を設けて良

く観察を続けてほしい。

2.1職火後に肺えるIMj災森林

僻前lllの噴火時，降り注いだ

峰石，灰等の火砕物は，後に火

秘水源かん饗の社会的な意義

を果たす空間として必要である。

そのために，造成する森林も経

済的illi値の問いトドマツ，エゾ

マツ，カラマツのような針葉樹

人工林と，カシワ，ミズナラ，

イタヤカエデ，センノキ，ヤチ

ダモ等の天然広葉樹が混交した

森林柵成とする方針で森づくり

が進められている。

梁川とI噴火に耐え，安全で美

しい森林空間づくりがここでの

大きな裸魍となっているが，こ

れは，わが陛I森林技術者の責務

であろう。（筒井辿夫）

１
１
１

一色一一W一1'旬ｰ帥99F脾~陣与99一■一一~■母－001G両一D一1
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Iばかり
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水産資源のｲlli渇につながるのであ

る。

現庄のところ，タイでは森林と

水産資源の結びNきについては，

私が知る限り数十人程度の研究者

が理解するのみで，一般にはまだ

行き渡っていない。タイでも稚魚

の放流を行っているが，タイ湾の

餌が造られる仕組みを考えないと

いけないだろう。タイでの海洋化

学は，まだ研究というより海洋汚

染を調査する段階である。向睡Iで

試薬や測定機器が造れないと，世

界の海洋化学のレベルに追いつく

のは附難である。機器のパーツ1

個が入手できないため，半年も実

験ができない現状である。｜､1本も

かつてタイ|剛と|剛様で，これから

海洋化学の研究ができる隙境に私

も微力ながら尽力したいと考えて

いる。また，私はカセサート大学

にいる友人とタイ湾での一次産業

の仕組みを研究したいと以前から

考えている。

勝彦の5時からセミナー

タイでの植林

－

しかし，よく考えてみると，毎日

こんな多くの水産物を食卓にのせ

ていて，水産資源が枯渇しないの

かという疑問が生じた。

一般に，熱帯から亜熱帯，温梢

の海は，魚の種類は多い力唾は少

ないといわれている。これは，魚

介頬の餌のもととなる海水中の窒

索，リン，ケイ素等の栄養堀が少

ないことに起因している。したが

って，もともとタイ湾（シャム

滴）の水産資源は少ないはずであ

る。それではなぜ豊富な水産資源

を維持できるのであろうか。それ

は森林地帯を流域とする河川とマ

ングローブ等からの栄養素の供給

と考えられる。タイ湾の水産資源

の源であるこれらの樹木の伐採は，

には51n1出かけたが，乾期

に訪れたせいか、ラオスを

過ぎてタイに入ると．蝋木一本も
h

毛の乾燥地帯が続いている。

|瓠
!のよう
|バンコ

｛抑’
1コクに

ﾘムクン

景を見ながら，こんな砂漢

な地域での生活は困難で、

クに出稼ぎあるいは移朧せ

僻ないと思った。｜ﾐljjilにの

作付が行われているようだ

れほどまでに乾燥化した大

|火|の一つは森林の伐採だと

ている。

こんな思いを抱いて、バン

降り立つが，食斗Iはトムヤ

のエビに代表されるように
ｂ
《
‐
・
■
禺
卜
凶
丹
Ｊ
Ｆ
ｖ
Ｒ
■
ｈ
《
■
０

魚．力 二．旦頬，それにl]木では

念物になっているカブI､力天然記

多極の水産物を堪能できる。二まで
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(財)日本住宅・木材技術センター編著

木橋設計施工の手引

林総合研究所接合研究室長）され，

このたびr水橘設計施工の手引一

木橋づくり新時代」として刊行さ

れました。

今までは,昭和15年に内務省で

出された「木道路橘設計示方番

(案)」が木橘に関する唯一の設計

詩でしたが，耀近の先端的な研究

成果を取り入れ，近代的な木橋の

設計施工普ができ上がったわけで

す。本識の|ﾉ1容を紹介しますと，

第1細木怖般計施工の手引

1.総則，2.水怖の純類，3.荷顛，

4.木賀材料と接合具，5櫛造設計，

6.防腐耐久投計

第2編木橘股計計算例解説

1.2ヒンジ集成材アーチ,|蒲，2.ア

ーチリブの設計，3．床桁の設計，

4.プレストレス水床版の設計，5．

対傾櫛，上横描，6.アーチリブ接

合部の設計，7支承の設計

第3編木橘設計施T:例解説

づくり 時
●屯＆8.■j

水購づくり新時代
q－－DO

繕議蕊雲

発行
〒162

㈱ぎようせい
東京都新宿区五軒町4－2
念03（3268）2141.大代表
1995年1月20日発行B5判,#242X
mli"4,000iV

己｡

建築基準法がll"II62年に一部

改正されたのを契機に，公共越築

物をはじめとする火規棋木造建築

物が建てられるようになりました。

木材や水質材料の各種性能試験，

樅造部材州互の接合部の試験研究

や設計手法の開発など地道な研究

の積み重ねの結果といえますが，

木橘の場合は直接耐鱒にさらされ，

建築物よりももっと厳しい環境下

に衝かれるため，土木の世界から

は完全に忘れ去られてしまいまし

た。しかし，鍛近になって，林道

橘や最観にマッチした歩道橋など

が民|則の努力によってあちこちに

架けられるようになり，関心も尚

まるに至って，土木学会鋼構造委

員会木構造小委員会（主査：秋田

大学薄木征三教授）により木橋の

資料収集や勉強会が開かれたり，

また，期を同じくして木造橋の設

計施工マニュアル作成のための分

科会が(財)日本住宅・木材技術セ

ンターで主催（主査：小松幸平森

林梁技術No.6371”5．．1

本の紹介
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このように，森林と水産資源

とのつながりは理解されてはい

ないが，森林伐採に伴う保水力

が減少し，乾燥化していること

に気付き，1994年ロイヤルプロ

ジェクトとしての植林が始まつ

1.本木橋の骨格，2.本木橋の特

徴，3主要部材の製作状況，4.防

腐処理ひき板を使用した集成材の

接着性能試験，5.プレストレス木

床版，6.アーチリブ接合部の1/2

スケールモデルを用いた強度実験．

7.写真

第4編各地の代表的設計施工

例

以上のように，4編で構成され

付録も付いて，これから木橋に取

り組まれようとする方，すでに木

橋の計画，設計，施工，管理にか

かわっておられる人々にとっても

貴重な参考書といえます。本書を

活用していただき，土木の分野に

新たな挑戦を，そして，木材の需

要拡大を図っていくことを期待し

ています。

(森林総合研究所北海道支所

支所長／金谷紀行）

43

木の成長クイズその2 ’溌鱗ま溌鱗ま’

ﾌﾟ①②③一鉄パイ
一一一

I

一

樹木は，通常の場合，効率よ

く光合成を行うため，図の左側

のように枝葉を出し，上に向か

って伸びようとしていきます。

より多くの光を受けようと枝葉

を良い位置に配置しているもの

といえましょう。

ところで，人工林内の植栽木

を，図の左側のようにあらかじ

め鉄パイプを立て，荒縄で幹を

結び，支えながら育ててみます。

荒縄ですから時間が経つと腐っ

たりして切れ，パイプは支柱の

役目を果たさなくなることがあ

ります。ここで問題です。その

とき，この木はどうなるでしょ

うか。

①ますますダメになる，②以

前と変わらない，③ますます元

気になる。

絶えず風の吹いている所で樹

木を育て，光合成産物がどのよ

うな部分に配分されるかを調べ

た報告によりますと，根元付近

が特に太くなることが明らかに

されています。どうも樹木に，

ある範囲の刺激を与えると，そ

の刺激を受けた部分に，ある種

のホルモンが生成され，そこに

重点的に同化産物を配分，蓄穣

していくような仕組みにでもな

っているのでしょう。これによ

って根張りがしっかりとし，幹

の強靭さが図られるのだと考え

られます。

鉄パイプと荒縄によって支え

られた樹木は，林内にあること

もあって風などの影響も受けに

くくなり，幹へのさまざまな刺

激もないまま，すくすくと伸び

ていきます。鉄パイプにもたれ

て生きていく間に，いつの間に

か，幹を丈夫にし，枝葉を支え

ていくことを忘れてしまうので

しょう。もうおわかりですね。

答えは①なのです。

荒縄力切れると，樹冠の重さ

を支えきれずに稲穂のように頭

を垂れ湾曲してしまいます。こ

れでは十分に光を受けられず，

ダメになっていくことになりま

す。

実らなくても頭を垂れてしま

う樹木は，謙虚でもなんでもな

く，単に自立できないだけ，と

いうことでした。生きていくに

は適当な刺激が必要ということ

で，過保識がダメなのは人間ば

かりでないようです。

（エース）

(この欄は編築委風が担当しています）

休巣技術No.6371995．4
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森林施業計画策定システムの

研究一短期計画の策定につ

いて

東京大学膿学部鄭躍章・

南雲秀次郎・龍原哲

日本林学会誌77－1

1995年1月p.28～34

筆者らは，これまでに地理情報

システム(GIS)を川いて長期およ

び中期計、策定システムの開発を

試みてきた。長期計画では，現実

の森林をいかに理想的な状態に誘

導していくかという資源計画を中

心とした。また中期計画では，長

期計、で定まった一・分期間の施業

凧を年次ごとに適切に配分するこ

とが課題であった。

本研究では，施業を実施するた

めの1年間の月間計画を短期計画

と定義した。この短期計画の目的

は，年間に小班ごとに予定されて

いる待種作業に必要な労働鐘を，

いかに適切に配分するかというこ

とである。短期計画を適切に策定

しなければ長期および中期施業計

画の策定をいくら工夫しても森林

施業を効率的に実行することは不

可能であると考えられる。

そこで本研究では，線形計画法

を導入して雌通な)1間労働配分を

決定するモデルを作り,GISを利

用した短期計両餓定システムの開

発を試みたものである。

（発行所：公03-3261-2766）

水産資源保全のための流域森

林整備に関する研究

北海道大学膿学部柿沢宏昭

水利科学No.220

－■■ー■一且一一－－－－一一一一一一一一一一一一一一一ー－－■一一一q一一一

1994年12月p.24～43

森林は水産資源の保全と増殖に

軍要な役割を果たしているとして

注目を集めており，漁業関係者が

森林づくりに大きな脚1床を抱き始

めている。〃|上海逆では，漁業が盛

んな道東地域で大規模な草地開発

が進んだこともあって，早くから

漁業関係者のI1が内陸に向けられ

ていたが，近年漁協による造林や

森林取得が活発に行われ始めた。

森林と水産資源の関係に関して

言えば，えりも海岸林の復元がコ

ンブ河生に極めて大きな役割を果

たしたことなどが有名であるが，

その相関関係は必ずしも明らかに

なっているとはいえない。しかし，

こうした中で漁業関係蒋がI21ら森

林整備に乗り出したことは，森林

から海までを一体とした流域管理

のあり方を提起したものとして極

めて重要であると考えられる。

このような問題意識を背景とし

て，本報告では，まず第1に漁業

者による水産資源保全のための森

林整備・土地利用|淵発規制の取り

組みについて明らかにし，その意

義と限界について考察を行ってい

る。そのうえで，．|上海道根室支庁

管内別海l111で行われようとしてい

る水産資源保全のための河畔林造

成事業を事例として，流域として

水産資源保全のための森林整備を

行うに当たっての問題点を明らか

にし，今後の方向性について検討

を行ったものである。

（発行所:aO3-3816-3391)

マングローブ林域の衛星デー

タの構造

琉球大学農学部佐藤一紘

森林航測Nol74

1994年11月p.6～10

熱帯・亜熱帯の沿岸,MI1_1部に

広く分布するマングローブ林は，

その立地へ適応した生理，生態の

面で特異な森林として，古くから

研究の対象となってきた。

筆者はマングローブ林を，公益

的儀能から防災林としてとらえ，

さらに漁礁林とも位償づけている。

しかし薪炭材や小丸太材，パルプ

原料としてのチップ材等の生産の

場としても両立できると砦えてい

る。それはiifくから周辺の朧民生

活と深く結び付いて利川されてき

たし，チップ材の伐採や饗殖池の

開設も，地域住民の生活を考える

と一概に否定できない。要は，良

好な環境と調和を取りながら持続

的に多面的に利用する，という林

業の基本を具現化できる管理・経

営の手法の確立が求められている。

その立地や賦存状態生産物等

から，従来マングローブ林は“そ

の他の森林”として位渦づけられ，

扱われることが多かった。そのた

め，一般の森林と比較して，穂々

の情報が未整備の状態にあるとい

える。

ここでは，マングローブ林に関

する効果的な分類，分類結果の合

理的解釈，その分類の背量となる

機構のよりよい理解のために行っ

ている基礎的知見の蓄穣の一部を

紹介している。

（発行所：丑03-3261-6969）
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一一一一一一一一一一一一イーb■■Ⅱ一'一『■Ⅱb一一一一ーー一一一一一一－－一_一一一一－一一口ー一一一一一一－■一一一q一一一
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厳 業蔚顔行壽一貴

月4

行事禍'五分 期間 i§催団体／会場／行事内容等

中央 "181111束京国際グッドリ
ピングショー

(社)東京国際兇本『li協会／晴海・東京国際見本11i会場／内外の住宅および

住宅関連製IW!を一堂に展示し，商取引の促進および技術の交流を図るとと
もに広く一般に紹介し，その知識の普及と需要の喚起に努め，住宅産業の

振興発展をR指す。テーマ：“媒らしに優しさいつまでも”

アメリカ広葉樹輸川協会（窓()3-3589-1583)／キャピタル東急ホテル/I1
米膳蕊樹業界関係帝が一堂に会し，現在および将来にかかわるテーマに従
って会議を行い、業界の発展を期すと同時にお瓦いの友好親善を深める。

麗林水雌脅・林塒庁，東京都・(柵腫1_1緑化推進機構・首都緑化推進機構・

肋|｣本緑化センター/u比谷公園／「みどりの週間」中の各種緑化行事の
フィナーレとして，「緑への感謝』をテーマに緑の少年団の代表，都道府県
の参加を僻て実施する。

㈱青少年交友協会･野外文化研究所／ロ比谷公園ほか全国の常設コースなど／
コース内のQAパネル等をたよりに、樹木の名前を当てながら園内をl['1る。

4．18～23

10:00

～17？（)(）

"2121アメリカ広葉樹国際

会議

1．24〃

"6111森と花の祭典みと
りの感謝祭

1．29〃

措l劇 ､ド成7年度みどりのH全国
グリーンアドベンチャーノ<会

4．29

月5

if催間体／会場／行事内群等行事名 期｜蹄区分

大阪 青空フェスティバル95 卿森林文化協会・くもん子ども研究所/H本刀ilil博覧会記念公幽・束の広

場一帯／人と人との触れ合いを大切にし，家族でI割然に親しみ，親了の蝦
かなコミュニケーションを促進する場所を提供する。

53

1(）：00

～15：30

(藤瀧）
"371n1全H本こけしコン
クール

第1回岐阜県向然に親し
むつどい

宮城県･1'IJfil7･ロ行簡工会議所／白:{-f市市民会館宮城

岐単

5．3～7

5．1‘I |岐阜県・岐阜県Ifl然公I劇等蝶術促進協会・飛騨木曽川|型I定公間協会・|:1川

町／クオーレふれあいの聰(IzI川町)/多数の県民の参加を得て，自然環境
保全のための多様な取り組みについて交流を促し，活動の強化と普及啓発

を|割る。

潔境庁・伽日本鳥類保護連盟・長崎県/j壷崎県l櫛荷来郡小浜IIIJ雲IIII長崎
ﾘ14営雲仙ゴルフ場特設会場。

腿｜崎 第49回愛鳥週間｢全国野鳥

保護のつどい」

5．14

I
総会ならびに関係行事を下記のとおり開催いたしますので，ご出席くださいますようご案内申し上げます。

記

今
云 場月 時間 蕊|-l ｢］

日林協5階会議室
はとバス利用

第41同林業技術コンテスト
同．上参加肴都内見学

5月22H(月） 9:00～17:00
17:00~

H林協第50回通常総会
第41回林業技術賞受賞者の表彰
第41Igl林業技術コンテスト受賞者の表彰
第61叫学生林業技術研究論文コンテスト

受賞者の表彰
協会永年勤続職員の表彰
H林協支部幹事会
支部幹事等との懇親会

5月23日（火） 13:30～15:30

虎ノ門パストラル＊
(東京農林年金会館）
東京都港IX
虎ノ門4－1－1

念03-3432-7261

15:50～17:00

17230～19200

＊〔交通：東京駅’地ド鉄丸ノ内線霞ヶ関駅乗り換えH比谷線一，神谷II11駅下車徒歩5分〕

林業技術No.6371995.4
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三協三会亘の亘う言ご薑き三
一一一一一一一

◎海外出張

3/4～13,1H畑参頚,今井主任調

査員をセネガル唾I苗木育成･ドラ
フト報告のため同国に派造した。

3/13～24,小林顧問をタイ国農
林残材パルプ化研究調査のため同

図に派適した。

3/23～29,渡辺理事,大平課長代
理を熱帯林梼理11W報システム幣備

事業のためカンボジア国に派巡し

た。

3/26～30,望月技術開発部次艇，

幽村課長,和旧課長代理,林課長代

理,内II1職員を熱州林替哩傭報シ
ステム盤術聯薬のためフィリピン

I卸に派遣した。
◎林業技士資格認定委員会

平成6年度林業技土寅格認定委
員会(委員長須藤徹ﾘj氏)同専門部

会を3/7,本会にて|淵雌,饗成誰習

合格荷120名,無試験認定:荷183

名,計303名について審査,登録資

格の認定を行った(受識合絡者県

別名簿は本誌別掲のとおり)｡な
お,平成7年度の募集案内は5月

中旬,巾し込み締切り7月末日の

予定。
◎技術開発部関係業務

3/1,紗本会,森林施業促進‘附報
システム|淵発調査平成6年度第2

1回l調査研究委員会。

3/8,鯵本会,環境林施業袴叫技
術開発調査平成6年度第2同調森

研究委員会。

◎熱帯林管理情報センター関係業

務

3/9,総本会,シベリア･極東地
域･林業協力指針策定調査事業平

成6年度第2同調査委員会。
3/22,紗本会,熱滞林符理'|肖報シ

ステム幣術i；業平成6年度第31il

調査等委員会。

3/23,妙本会,熱滞林災害復旧技

術確立調査事業平成6年鰹節31副

調査委員会。

◎調査研究部関係業務

3/7,鯵本会,1z成6年座保安林

施業実態に関する訓査第2『|委員

会。

3/16,総本会,東京樋|北簡部グリ

ーンフロンI､地域轆附計両調査に

係る報告会。

◎調査部関係業務

休業技術穂O.6:･171995.」

3/8,総本会,大規模林業圏開発

総合推進調査第3回委員会。

3/14,鯵本会,大規模林業圏開発
総合推進調査第3回調査委員会。

3/15,総多賀町役場森林多目的
利活用促進モデル計画策定事業の

検討委員会。

◎番町クラブ3月例会

3/22,本会にて外林会会長藤田
雅市氏を講師として｢満州林業の

秘話と雑感｣と題する講演および

質疑を行った。

◎人事異動（3月31H付け）

退任理事伏見一明

1．．全"熱エ． ：穂:“錨騨鱗雑織錘瀞編集部

さざえのつぶやき311のある'購

れたl1，陽気に誘われて散歩に州た

が,何となく11iの色がスッキリしな

い｡[Iを凝らすと眼前に広がる箱根
外輪山一瀞に黄色いモヤのようなも
のが渦巻いているのが遠目にも見て

とれた｡これは壮観／なんて言うと
花粉症に悩む人たちの箪盛(ひんし
ゅく）を買いそうだが,これも自然の
節理,スギの旺礎な生命力の現れと，

しばし見とれた。
スギの花粉は,花粉症の誘因物質

であることは違いない｡だが,根本原
脚はほかにあるとする説は,そっと

横にどけておいて,みごとにスケー
プゴートに祭り上げられてしまった

のはスギにとってはいい迷惑。
l司じようなことは,タバコにも考

えられはし鞍いか？こちらは直接の

原因物質ということになってはいる

が,愛煙家で長命な人はいくらでも
いる。ヒステリックと言ってもいい
ほどタバコをI]の敵にしているアメ

リカは世界一の工業国･自動車保有
国だ｡それを一顧だにしなくてもよ
いのだろうか。

しかし,スモーカーにも注意すべ

き点は多々ある｡TPOをわきまえぬ

喫煙,ポイ捨てなど｡世間につまはじ
きされないよう,マナーだけは守ろ

うぜ.ノ (II間三度）

定年退l職主任調森員竹林照雄

退職同坂貞雄
（4月1H付け）

命部長(調査企阿部)H商誠

同側（調査第三祁）商水勝久
同編集部次長福井昭一郎

同航測部次長加藤勝太郎
同前橘事務所長木村征二

同緬集部課腱蒜IH功

同調査第二部課長【M1川偏夫

同同東羊冥
採用航測部人輪安信
同調査第一部清水僚

雑記

山遊亭明朝綱築のHさんが,｢批
檗(おうばく）に行くなら醐柵､¥に滞

ってみたら」とたいそう強く勧めて
くれます｡妙だと忠いながらも戚都
府宇治『|j北郊に訪ねてみました｡【l･!
'』から渡来した,いんげん豆にもそ

の名の戒る隠沁禅師によって,江戸
時代の1661年に|卿山された黄蛎宗

の大本lliとか｡中凶明時代の独特の
建築様式もさることながら｢強いお
勧め』の真意に気づいたのが,黄檗山
宝蔵院収蔵の6万枚に及ぶ鐡眼版一

切経版木です｡材は吉野桜,詩体は明
朝体｡そうです,現在あらゆる印刷諜
体の離本中の雄本である明朝体は，

これがルーツだったのです｡そうい

えば背､エディタースクールで習っ

たような…どうやらHさんは,}JI朝

を名のる以上,また編架業務に総わ
る人間としてお参りは必須だと,な

ぞかけをしたのでしょう。さて,隠元
禅師の尚弟鐡眼禅師が縣捻の収集に

奔走する間,幣いかかると大阪に大
洪水が,またしても近畿地方に大飢
餓が起こり,仏教百般の一切経出版
も人だの救済もI1的は同じと,鋤1眼

禅師は二度までも散財して広く救い

の手を差し延べたといいます｡明朝，

編集者としてよりも前に,人間とし
て含味したいものだと思いました。

(II1遊亭Iﾘ1刺）
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平成7年3月8口

祉付|法人｜1本林業技術協会

農林事務次官依命通達により，棚日本林業技術協会（理聯長・三澤毅）が実施した』ド成六年庇林業技
士養成講習受講者の資格認定合格薪が次のとおり決まった（認定委員長・頭滕徹男氏)。
合格者は，林野庁長官の定める林業技士名簿に叢録することによって林業技上の称号が付与される。林
業技士は，専門的林業技術者としての業務に従事することができ，今後亜要性がさらに商まってくるもの
と考える。

◇合格者（受講番号順）120名

|総謹識蕊56名
北海道武澤博美内田靖生細畑利治塚佃邦彦伊東隆男荒井均中村優古澤優喜雄吉川

政昭黒地福三佐々木学谷、正純嶋豊司田中良介青森県松尾邦男河田茂男高栃清四

郎大柳光司岩手県三浦博史松尾弘横岡健一佐藤哲史伊藤政広宮城県佐藤専一

佐藤清作村田良顕秋田県村上五郎小野勉伊藤弥太夫伊藤一雄大川正行加藤栄市

福島県大塚利夫群馬県南雲義騰渡澤清中村栄宏東京都宮田和男神奈川県川又

昌子衣笠勝幸伊藤奔夫富山県岡正長野県松原圭三松本米美内山弥宮崎奥

清水篤岐阜県野中長次郎松山誠美鳥取県三橘旗宏石川孝志松浦昌司島根県松

浦道昌広島県塩見幸義高知県北村哲男宮崎県ノ|:川彰鹿児島県蛭川義文

艤蕊蕊嚥'46名
北海道横山英二岩手県佐々木善幸宮城県池I刑典嗣秋田県三浦靖浩木村文彦!|mil#

健渡辺是則佐藤哲博佐藤和豊福島県IIIII!茂男渡辺皆法茨城県齋藤康弘石井俊郎

埼玉県小池克治関根亨千葉県湯家惟人東京都大筒知秋奈良純石川県酒本完

児細川政利松井義一山梨県蒋林一明長田勝也長野県竹内三幸静岡県奥平干城

西尾草彦名倉正美大石行男御倉済勝山正司滋賀県里内藤太郎大阪府田次慶久

兵庫県宮田龍朗広島県上本武彦為壯俊則徳島県梅山英毅熊本県筒好天而藤本義

浩手島昌二山~ド功宮崎県佐々木寿徳払隆二齋藤正文職良太橘にl弘次鹿児島県
鳥越信雄淵脇泉

森猿謡価部悶蕊霧蕊塞蕊'2名
北海道山田隣美岩手県m｢_|清治

県出野志郎奈良県岩本太家治

森光宏樹熊本県岩下信正

石川県大林H昭長野県萱野久利遠山蕃治静岡

島根県岩谷英昌愛媛県堀田’腱高知県山内宗安

織鎚難調6名
秋田県工藤強福島県大舘均茨城県岩間縢傭千葉県国政保東京都朝円一
司熊本県水篠敏男

以上

◎連絡先東京都千代田区六番町7社団法人日本林業技術協会林業技士養成事務局か03-3261-6638
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鰯107東京都港区赤坂4善3F5娠替口座00120判-195298番蕊勉瑚蕊瀞,競猿壷03-3585言0087㈹/F猟XO3-3589-290，

’魚ろ
、

皆)11正・著
A4判96頁カラー16頁定価5,000円税込／〒380

魚と出会ってから以後25年間，木で魚を作りつ
づけてきた著者が，一人でも多くの方々に魚の
美しさ・形の面白さを共感してもらいたいとい
う想いをこめ，百点を超える作品写真をまとめ

た作品集である。そして一つの形を作り上げる
喜びを知っても
らうために簡単

なつくり方の頁

を設け，その感

動を共有したい

という気持ちを
こめて作られた

書である。

流域林業活性化への取組み事例案
一流域管理システムの確立に向けて－
林野庁計画課朧修,流域管理システム研究会編
A5判/136頁'定価1,854円(税込)/〒310

‘kJfIよ・他の流域に先行して流域腎理システ
みがなされ．今後何システムの確虹をI剣ろう
すると思われるｿ､例を雌めたものである

ムの推進に向けた取糾
とする流域の参簿に街

総 合森林学
t飯坂麓繕苫

A5．〃208頁定価3,090円(税込）'〒310
いまや森林に対する期街と嬰舗は，11卿しに高まりと広がりをみせ
ている本11ドは．まさに新たな時代に向かっての出発点と方向を,jそ
すものといえ．撚林洲脳に脱l心を持たれる万々の座有の勝となる

特用林産むらづくりの実務
林野庁監修

A5判384夏定価3,399円(税込）'〒380
緋jlj林魔物は厳しい維常状況にある111付地域の農林家にとって識砿
な作'1となっている。本,IFは．特Ni林I埴進行のための各煎補助．融
資の内容や法令，述進などを亦述したものである。

I新版森林計画の実務
森林計画制度研究会編

A5判592頁'定価4,944円(税込)/〒380
森林計･'1卿ﾘ度の改蕎群において、今後，民有林・国f了林が一体とな
った流域僻珊システムを朧砿していくこととなった．本紳は今叫
斫たな制庇の解脱を加えて．脆新の内容で故’汀した。

－

二、●開発調査。環境アセスメントに空中写真／

空中写真撮影一覧’諺一覧図(雫成｡剛…在’
●林野関係機関・国土地理院全撮影成果図示

●最新成果の撮影年度・平成6年度撮影予定一目瞭然

●撮影機関別に色分け

●5万分の1地形図区画、図葉名入り

●撮影地区一覧表・交付申込要領・同様式つき(裏面）

●縮尺1：1,200,000(73×1030m)12色刷

各種開発に伴う奮If前調査，測賦・設計等に空中写真はいまや

欠くことのできない備報源です。当該地域がいつ，どの機関に
よって撮影されたかが即座にわかり．空中写真入手を的確・容

易にします。過去の成果も表示しているので，環境の経年変化

を追う場合も的確な写真選択を可能にします。

●頒価2,884円(税･送料込み）

…日聯薩
丑(03)3261-6969(直)FAX(03)3261-3044
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■標準ﾀｲブ¥198,000(ACｱダプﾀ､専用ブﾗｽﾁｯｸ収納ｹー ｽ付）

■ブﾘﾝﾀﾀｲブ¥230,000(ACｱダﾌ汐､辮1lブﾗｽﾁｯｸ収納ｹー ｽ､ﾛー ﾙ紙付）

タマヤのスーノぐ－フ‘ラニクスαは､①座標②辺長③線

艮④面識⑤'1色径⑥iXl心⑦二斜(底辺･商さ一面識）

⑧角度(2辺暹･狭角)の豊富な測定機能を持づていますも

オブ'ションとして16*行小認フ･リンダ、RS-232Cインターフェ

イスケーフフレ､無線によるワイヤレスモテベムのいずれかが接

続可能で-魂

名器PLANIX5000の優れた機能を継承･発歴させたスー

ノf－う．ラニクスα､抜群のコストノ寺フォーマンスで図形測定

のスーノぐ一テ命バイス溺『議場。
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タマヤ計測ジコデム樵式言社
BTAM 〒104束京都中央区銀座4-4-4アートビルTEL.03-3561-8711FAX.03-3561-8719
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新刊

● 綴議霧綴
佃

●(社)日本林業技術協会編集

合森林総合研究所，熱帯腿業研

究センター，大学ほか76名によ

る執筆

●四/六判217ページ

●定価1,200円

（本体1,165111)

●(社)日本林業技術協会編集

・森林総合研究所，熱帯農業研

究センター，大学ほか91名によ

る執筆

●四/六判219ページ

●定価1,200円
（本体1.1651】l）

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所所員82名によ

る執筆

●四/六判217ページ

●定価1,010円
（木体981111）

●(社)日本林業技術協会編集

①森林総合研究所，都道府県試

験研究機関，大学ほか83名によ

る執筆

●四/六判217ページ

●定価1,200円

（本体1,165円）
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●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，膿業環境技

術研究所．農業研究センターほ

か85名による執筆

●四/六判217ページ

●定価1.030円
（本体1.000111）

●(社)日本林業技術協会編集

④森林総合研究所，都道府県林

業研究機関，農業環境技術研究

所，大学ほか73名による執筆

●四/六判217ページ

●定価1.200円

（本体1.165円）

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所,發殖研究所．

大学ほか79名による執筆

●四/六判217ページ

●定価1.200円

（本体1.165111）

e(社)日本林業技術協会企画

･中野秀章･有光－登･森川靖

3氏による執筆

・四/六判176ページ

●定価1.030円

（本体1.000111）
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〒114東京都北区堀船2－17－1

丑(03)5390-7531/FAX(03)5390-7538●発行東京書籍株式会社


	表1

	表2

	1995年4月号目次

	論壇_新たな森林･林業への始動
-持続可能な森林経営など国際的視点から-

	トピックス・ケヤキ_はしがき

	トピックス・ケヤキ_ケヤキよもやま話-研究の立場から

	トピックス・ケヤキ_林業用ケヤキの育種とクローン造林

	トピックス・ケヤキ_修景用ケヤキのバリエーション

	トピックス・ケヤキ_ケヤキあれこれ

	あの山はどうなった30_伊勢神宮式年遷宮御用材の供給(前細）

	会員の広場_メインの森

	会員の広場_自然保護と米国国有林，カナダB.C.州州有林の動向

	日本人の長寿食13_記憶力をよくする初ガツオ

	人生至る所に13_蝶で国際協力(7)-任地での暮らし-

	傍目八木_｢キジウチ」のお話／統計にみる日本の林業_最近の紙とパルプの動向／林政拾遺抄_防災森林

	松永勝彦の5時からセミナー1_タイでの植林／本の紹介_木橋づくり新時代／こだま_木の成長クイズその2

	JOURNAL of JOURNALS

	林業関係行事一覧

	協会からのお知らせ

	奥付対向(林業技士養成講習合格者）

	表3対向

	表3

	表4


